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別記第 1 号様式 代表者 経理責任者 起案者

会派名 社会民主党 支 出 調 書 ら苓¢六:;::.,ざ,J \ I クヽ,稔,;；n、こ-~~シ··,• '' ' . 
, ＼豆ャ―r及象--~\ i 

区 /刀¥_ ． 事 由 費 目 . 金 • 額， 小 計
. . 

交通費 旅費 . - /221, 940 自動車燃料費
調査研究費

北海道北広島市 ・旭川市・ 札幌市行
/221, 940 ① 

政調査（旅費） 1136, 5'. it"-'5, 17 資料作成費 ［ 調査委託費 — 振込料

会場費 講師謝金 出席者負担金 ・ 会費

2 研 修 費 一交通費 旅費
,-, 

自動車燃料費

/ 資料作成費 食糧費 ｷ- 振込料 ヽ

会場費 交通費 自動車燃料費
• 、 資料作成費 ・ 広報誌（紙） 報告書等印刷費

3 広 報 費
送料（折込料含む） ：ウェブページ掲載代 茶菓子代

振込料

4 広 聴 費
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 茶菓子代 振込料

5 要請・陳情活動費 ．
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

6 会 議 、 費
会場費 · 交通費 自動車燃料費

］資料作成費 振込料

印刷製本費 翻訳料 筆耕料
7 資料作一 成費

振込料
’’ 

- 法規追録代 参考図書伐 新聞雑誌等購読料 ｷ, 

⑧ 資料購入費
振込料有料データベ一ス等利用料

9 人 件 費 賃 I 社会保険料等 振込料

備品購入費 事務機器等リ ース代 消耗品等事務費
.. 

10 事務所費
印刷代、 振込料 配送手数料

通信運搬・自動 電話料等（按分） 郵便料等 自動車燃料費（按分）
⑪ 
車燃料費 その他 -. 

叶支出年月日 現金出納簿
•, ., 

使用者 共通 2 0 1 -S 年 4 月 2 -6 日 ヽ ヽ．． ムロ 計 221,940 円支出番号



別記第 5 号様式

出張（調査等）申請書兼旅費請求書

支出番号‘
会派会長様

,, 

申請代表者氏名 飛田義昭 誓

下記の用務により出張（調査等）したいので申請するとともに、旅費を請求いたします。

記

9,
1
 

~

9
- : 

C了'
ノ

/ 
請求金額 2 2ｷ1, 9 4 0 円 (1 人あたり 73, 980 円）

※別紙、旅費計算書のとおり

子どもの権利条例の制定経過と運用についての行政調査のため（北広島市）
--·-·-一――-―-·一-··-'―•.――—--··——--·-———·····-· 一—....暑••一•一•幽．．．．．．ー一__,__一ー····-····一-――____.. ., __―ふ―---·····;··--........ 一•…·-·-··--ｷｷｷｷ ········-一····-···-

目 的， 地域活性化モデルケ一ス（きたのプラチナシティ）についての行政調査のため（旭川市）

子ども条例の制定経緯と運用、子どもの貧困対策についての行政調査のため

北広島市役所（北海道北広島市）
---一ー一•一•ー ・――--一→ｷｷｷｷｷｷｷ;ｷｷｷ ・・・・・・.. 一••一---暑--'----—――--―――-――:...—---―'-·—―—••一---------—·--●—-一-·一••一____; —••一ー一------—______,_—__ ., ___________ ,. __  ,. ___ __ 

用務先 旭川市役所（北海道旭川市）
―••一·--一—―――_,... -.... 一••一一、•••••一•一·----―.._. 一·----――•―...—--:-—――—―-·-·一··-―•一一-一•••一•••一---,-·一··-一-··---一~一•い•一••一•• 一• 一一.:.... 
札幌市役所（こども未来局）（北海道札幌市）

北広島市（子ども条例の制定経緯・経過• その後の施策等への反映について） ' 
-ｷ--ｷｷｷｷｷｷ 一 ···· ·· ·-―-一—-一ー·----――――—·- ·---—_., 一-- —-…….. -ｷ-ｷ 一 -…•一--―—.. • ——-···· 一ー··-―-·一—-····—•一 ··-·-一—―·- —·-··· 一···-··-·······—•••••一_.............. 

内 合沢 , 旭川市（地域活性化モデル（きたのプラチナシテ ）制定経過と現状について）

札幌市（子ども条例の制定経緯サ経過、及び具体的な子どもの貧困対策等について）

期 間 2018年 5 月 1. 5 日 ,..__,z o 1 8 年 5 月 1 7 日 (2·泊 3 日）

! 

行 程 別紙行程表の通り

・飛田義昭
、 , • • ｷ - ｷｷｷ--ｷｷ--ｷｷｷ--• •••• -·-• -ｷｷｷ----.. 幽.....____·-—-·--···--···-· ●學．．雫······-······---············- ··一·•···..

・八重樫小代子
HH  O •• • -•••H•H ,_  - HOO • 幽幽雀 —••幽--·-- ••• ｷ--ｷ 一 • -一 ••• --ｷｷｷ-ｷｷ-ｷ-- • -一•一••一． ．．． ． ．．．．—-一一--—`―•••••一..一—--------一••一•••――-··一•••一··---- --ｷｷ 一 -·-心いー・-一幽•一•一-.-,---••····--··噌．．．．．．．．．口＿．．

出張（調査等）者 ・飯塚裕— . 
' ~ ．—ー-一---―--··一—•一•一••一ー一••一- • -ｷ 一一··----- -- -• --—----······----·-·...... 一—••••一幽→—···-

氏 名 . 
---—-一••一― ニ―m—―――••一三一——―-—- --一~ 一—. ' —-------―---一•一----―-―- --一ー ••一••••• •一··--―----一—--· • ―---一••一•一··-—··--·一-·—• 一--- ー幽．．．．ー一ー•••い―----一---一•一“•一・←・暑---·----——......., ….... 

. . ' -ｷ-ｷｷ —•••一---―- --―ー ： 一•ー---一-一-一----―---,---

特記事項 ...... ー..ｷ-ｷｷ.. ｷｷ---ｷ-ｷ---ｷｷ ·-―“幽- --ぃぃ ｷ-ｷ.. ｷ —-· • • --. - -・-·- --ｷｷ.. 一-. • ｷ---ｷ ｷ- ... _.. • • い- •••• 一·-·-· 一ー三一•一···-··一·-···-·--··一--------··—. -··-一•一一•••一•一一•••••一·-·····-····

上記のとおり出張（調査等）を許可します。

会派会長 経理責任者 受理 日 2018 年 4 月 26 日

I、.令,·ー｀-~ r!;.I .一:t~ . ~ 一J' . I 

,,. ,. ｷ.:. ~.., -. ヽ ．・. 許可 日 2018 年 4 月 26 日
'u . 

I ''ｷ ';,. —ず・ 支出 日 2018 年 4 月 26 日

上記金額を受領しました。

2018 年 4 月 26 日 申請代表者氏名飛田義昭頃ID l 



平成30年度社会民主党行政調査行程表
1 行程

口 1 日目：平成30年 5 月 15 日（火） J
 

13:30 15:30 

喜三
············ :· , ······ ·········· ·· ···· ···· · ·· ···· ··· · · ·······:·······•.•············· ···· ·· ···· · ·· ·· ····;· ··· · ······ · · ··· ········· ················ ··· ··················· ·· ························· ··········· .··················································· 、 ····· ···.-······················ ;··················-·······

口 2 日目：平成30年 5 月 16日（水） 旭川市；地域活性化モデルケ一ス （きたのプラチナジテ;11 ) について

r 、
冤ぇt ; 

16:00 ｷ 17:25 

喜賛 ｷ, 
.............................................................................................................................................................................................................................................. ;··~、··::············ ·· ·······················、....... .... ... ..... ..... ... ... . .... . ......

口 3 日目：平成30年 5 月 17日（木）

16:05 

ヽ 17:45 · 18:25

2 調査者

ぐ
]

3 名

飛田義昭議員（会長）

八重樫小代子議員

飯塚裕ー議員

3 調査項目

(1) . 5 月 15 日（火）
北広島市役所
・子どもの権利条例について

. (2) 5 月 16日（水） ，
旭川市役所 • 
・地域活性化モデルケ一ス（きたのプラチナシティ）について

(2) · 5 月 17 日（木）
札幌市役所
・子どもの権利条例について
・子どもの貧困対策について

4連絡先

(1) 北広島市議会事務局 担当：金田様
〒061-1192 " 北海道北広島市中央4丁目 2番 1
TEL :011-372-3311 (代表） 内線： 5202 

(2) 旭川市議会事務局総務調査課担当：コンノ様
〒070-8525 北海道旭川市6条通 9丁目46番地
T E L : 0166-25-6380 

(3 -1) 札幌市議会事務局政策調査課担当：キンカワ様
〒060.:.86 11 北海道札幌市中央区北 1 条西 2 丁目
TEL :011-211-3164 

(3 -:2) 札幌市子ども未来局
子ども育成部子どもの権利推進課担当：オバラ様

〒060-0051 北海道札幌市中央区南 1 条東 1 丁目
大通バスセンタービル 1 号館 3 階

TE L : 011-211-2942 

5 その他



行政調査旅費計算書

会派名：社会民主党
参加議員：飛田義昭、八重樫小代子、飯塚裕:__
日 程：平成30年 5 月·15 日（火） ,.;,_,5 月17日（木）
行 、 先：北広島市役所（北海道北広島市中央 4丁目 2番 1)

旭川市役所（北海道旭川市 6条通 9丁目46番地）
札幌市役所子ども未来局（北海道札幌市中央区南 1 条東 1 丁目大通バスセンタービル 1 号館）

5月 15 日 l司連絡バス膚
福島交通

山 l リムジンバ島 ANA 駅l元空闊
り1月 港

広
島

_.
II-
— ]

 

新
千
歳
空

港
▲、
ロ
ハ
馬

運賃I 1,100 I fo,soo 
急行料金
グリーン

実費

3,380 

「" ·.
％羞 o

-O
 

5月 16 日 札 H
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※前日の乗車券を引き続き使用
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ー月5
 

運賃I 1,010 
急行料金

グリーン
実費

10,800 1,100 o
o
-O-O 

7
 

, 
, 2

 

ー

交通費 35;380 

日当 3,000 X 

宿泊費 14,800 X 

合計

35,380 

3日= 9,000 

2泊= 29,600 ｷ. 
. . / 
73,980 円/ X . 3名= 221,940 円



別記第 6 号様式

出張（調査等）報告書兼旅費精算書
-6 ,.,-~,.__ 

. I ・・ '. . —. ヽ

支出番号 \~ り
会派会長様

ゞ、.c/

下記のとおり出張（調査等）したので報告するとともに、受領した旅費を精算（返納）いたします。

出張（調査等）議員名

C’ 

・ 飛田義昭
ii : 五,:;~'-j、..).·• 

・八重樫小代子 置）
! 

噂j・飯塚裕一

. ⑲ 
ヽ

. ⑲ 

. ⑲ 

. 
l'i ⑲ ' 

. ⑲ 

. 

@ , 

. l ⑲ 
ｷ. 

. ⑲ 
ｷ-

. ⑲ 

記

r]' 

期 間 20-18年 5 月 1 5 日 "--2018 年5 月 1 7 日 (2 泊 3 日）
I' C 

子どもの権利条例の制定経過と運用についての行政調査のため（北広島市）
~-··--·········.. L--い●___,__, い一-心-----―•一••一――-—-·-—―........一ー—········•···..一—-――--―---―__..,____—-· 一-···一•一_........ 一―- . .. ..... 

目 的 地域活性化モデルケ一ス（きたのプラチナシティ）の行政調査のため（旭川市）
-ｷｷｷ--ｷ-.. -ｷ.... --,-• .. -'-• --ｷｷｷｷｷｷ--ｷ-ｷｷｷ-ｷ--ｷｷｷ--. _______ .., り・-·----·..--ｷ---ｷ-ｷｷ 一-·-·······....--_..,--ｷｷ-.. ···-一——―••一•一..一•一― ——,.,,L,, 響-·．ｷ--ｷ 一·-·一···-' —…--一•一-.................. 

子ども条例の制定経緯と運用、子どもの貧困対策の行政調査のため（札幌市）

北広島市役所（北海道北広島市）
-------ー------------ -----ｷ ー・一い・----------――...:, __――—••い一·----一---·幽·----一““ー----ぃ・-- ·--·--·--ぃ---------ロ-------·---=------一—----一----•···------い．．．．．＂“•一....:.. .. ____• ____________ .,_ .. ----ｷｷｷｷｷｷ-ｷｷｷ 一••

用務先 旭川市役所（北海道旭川市）
' . ———————:. .... —--———...... :...-.. -—•一―...1--...!.... 一·--·-··········—• 一•ー... .....--一•••一—•一ー··-··-·--·一ー.~--·-―――•こ•一ー一•—...——·-·-—--·· 一••—•一••——·-···..ｷ---ｷｷ 一•••一•一•一．．．．．．．．．ー......一．．．．＿．． ．．．．．．．． ． ．．．．ー••一················-·

札幌市役所（子ども末来局）（北海道札幌市）
I 

行 程 別紙行程表のとおり（飛行機代返納）

別紙報告書のとおり . '  

内容及び成果 ．．響一· ---• . 臀雫雫響·- 暑·- -ｷｷｷ- ｷ- ｷ-ｷ-. — -ｷ .• 一·-····一-·い一．．．．．．．．．ー一 --ｷｷｷｷ . . -ｷ い ．．．．一..い . . 暑_.. 曇·-· . .. 噌→・M - •- --••no••HM• •--•••H••••H•-••• ••• •M' M幽・.... . ..••·· .... ー ...., ••一·· -一--.. -ｷ ｷｷ-ｷ........ . ... _, ヽ·--·-···

旅費精算 受領額 221,940 円 精算額 157,140 円 返納額 64,800 円

上記のとおり出張（調査等）の内容を確認するとともに、精算を受けました。
会派会長 経理責任者

I
I
'
 

`‘ 
I

I
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一、．
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げ

日
日理

認
受
確

2018 年 5 月 22 日

2018 年 5 月 22 日

精算日 I 201s 年 5 月 22 日

※添付書類：行程表； 調査等先説明資料、要請・陳情書（写）、調査等先の名刺、写真、成果報告書他



平成30年度社会民主党行政調査行程表
1 行程

口 1 日目：平成30年 5 月 15日（火）

9:45 11:05 11 :45 12:05 

• 2 日目：平成30年 5 月16日（水）

~
冤

.. "" .• 2
 

9

・
•• 

口 3 日目：平成30年 5月 17日（木）
’ I • 

17:45 18:25 

2 調査者 3 名

``'` 

飛田義昭 ＿ 議員（会長）

八重樫小代子議員

飯塚裕ー議員

こ
―

3 調査項目

(1) 5 月 15日（火）
北広島市役所
‘•子どもの権利条例について

(2) 5 月 16日（水）
旭川市役所
・地域活性化モデルケ一ス（きたのプラチナシティ）について

(2) 5 月 17-日（木）
札幌市役所
・子どもの権利条例について
・子どもの貧困対策について

4 連絡先 _ I s その他 ，

(1) 北広島市議会事務局 ー 担当：金田様
〒061-1192 北海道北広島市中央 4丁目 2 番 1
TEL: -011-372-3~11 (代表） 内線： 5202 

(2) 旭川市議会事務局＇総務調査課 担当：コンノ様
〒070-8525 北海道旭川市 6条通 9丁目46番地
T E L : 0166-25'-6380 

{3-1) 札幌市議会事務局政策調査課担当：キンカワ様
〒060--:8611 北海道札幌市中央区北 1 条西 2 丁目
TEL :011-211-3164 

(3 -2) 札幌市子ども未来局
子ども育成部子どもの権利推進課担当：オバラ様

〒060-0051 北海道札幌市中央区南 1 条東 1 丁目
大通バスセンタービル 1 号館 3 階

TEL :011'-211-2942 

\ 



ノ

行政調査旅費計算書 ｷr 

会派名：社会民主党 ' . ' ' ' 1 変更前
参加議員：飛田義昭、八重樫小代子、飯塚裕一

日 程：平成30年 5 月 15日（火） ~5 月 17 日（木）
行 先：北広島市役所（北海道北広島市中央 4丁目 2 番 l)

旭川市役所（北海道旭川市 6条通 9丁目46番地）
札幌市役所子ども未来局（北海道札幌市中央区南 1 条東 1 、 丁目大通バスセンタービル 1 号館）
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週！ 曾-- ※ ｷ2,490 2,490 

急行料金 2,320 2,320 4,640 

グリーン 0. 

実 費 ．、

゜※前日の乗車券を引き続き使用
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- 運賃I 1,010 

急行料金 ．
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グリーン

実費

1 o, soo 1ｷ1 , 1 oo 12,970 

. 0 

'0 

゜
交通費 35,380 35,380 

日 当 3,000 X 3日＝ 9,000 

宿泊費 14,800 X 2泊 = ' 29,600

合計
ヽ

73,980 円 X 3名＝ 221,940 円



行政調査旅費計算書

会派名：社会民主党

参加議員：飛田義昭、 八重樫 小代子、 飯塚裕一

日 程：平成30年 5 月15日（火） ~ 5 月 17日（木）
行 先：北広島市役所（北海道北広島市中央4T目 2 番 1)

，'\ 旭川市役所 （北海道旭川市 6 条通 9'丁目 46番地），
札幌市役所子ども未来局（北海道札幌市中央区南1 条東 1 丁目大通バスセンタービ）L, 1 号館）

5月 15 日 1郡l連絡バス 福 新＇サI I I ? 

福島交通 ． JR快速＇

山 l リムジンバ島 ANA 千 ェアボート l広
ス 1113便 歳 117号

駅 l 30.9' 空 720.0 24.8 l 島
空

前l . I 港 港 I l駅 I ·
運 曾—— 

1,100 ※ l. 3,380ｷ 4,480 

c翌一：：：：瓦ｷ; 

急行料金

゜グリーン ' 

゜実 費 { 

゜ J' 

困 宦l5月 16 日 l北l
JR快速 JR特急 JR特急

広l エアポー ト ライラック カムイ

93号
幌

.11号
JII 

32号

島 21.8 136.8 甘

|駅駅 駅 駅
運 賃さ ※ 2 2,490 2,490 
急行料金 2.,320 2,320 4,640 
グリーン , 

゜実 費

゜※ 2 前日の乗車券を引き続き使用

•• 

r
>>

5月 17 日 に
仙
仰

L
止

巳
福
島
空
港□
口

新
千
歳
空
港
駅

摩
幌

I
R
I

運 、 町 1, 070 . 1 ※ l, 
急行料金

グリーン

実費

※ 1 航空運賃については政務活動費を請求しない。

1,100 o
o
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-O
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ー, 2
 

費
当

費
計

通
泊
交
日
宿

合

13,780 
3,000 X 

14,800 X 

13,780 
3日= 9,000 
2泊= 29,600 

52,380 円 X 3名= 157 ,140 円



北広島市行政調査報告
2018 年 5 月 15 日（火）

子どもの権利条例の制定経過と運用について一

1 調査目的

郡山市では、本年 (2 0 1 8 年．平成 3 b 年） 4 月より「郡山市子ども条例」を制
定し、施行している。

しかし、本市の条例は、「子どもの権利推進計画」の策定、「子どもの権利推進委
員会」や「救済委員会」の設置などについての記載がなく、理念条例となっている。
現在、全国的に子どもの貧困や虐待が問題となり、子どもたちの安心・安全な環境

の整備に向け、緊急の対策が求められている。
本市でもこれらの課題に対し、的確かつ速やかに対応するために、「子どもの権利
推進計画」の策定、「子どもの権利推進委員会」や「救済委員会」の設置などが条文

「 に記載された総合条例としてい＜ことが必要と考える。

叫・・・； そこで、北海道北広島市が、平成 2 5 年 4 月より「北広島市子どもの権利条例」（総
合条例）を制定し、施行していることを知り、条例制定までの経緯・経過や運用につ
いて調査研究を行うこととした。

2 北広島市の「子どもの権利条例」制定の経緯と経過

※平成 1 7 年に市長公約で検討を開始 ( 1 期目の公約）

c
 

(1) 北広島市子どもの権利条例検討委員会の設置

① 構成… 2 0 名（うち公募 4 名）

② 子どもの権利条例検討委員会等の開催経過

1) 子どもの権利条例検討委 員 会 . .、 3 3 回 ( H 1 8 年 1 月 ~ H 21 年 8 月 ）

2) 市民フォーラム… 1 回 (H 1 9 年 3 月）

3) 講演会... 2 回 (H 1 9年 3 月 ·H 2 1 年 2 月）
子どもの人権セミナー・・・ 1 回 (H 1 9 年 1 2 月）

4) 検討委員会部会長会議… 1 回 (H 1 9 年 6 月）
5) 子ども会議・ヽ·5 回 (H 1 9 年 1 1 月 ~H20 年 4 月） ，

6) パプリックコメント（条例素案） ···H 2 0 年 1 1 月~ 1 2 月

7) 答申書 を市長に提出 ···H 2 1 年 1 0 月 2 日

(2) 答申受理後の市の動き

条例素案について関係機関等への意見聴取・情報交換… H 2 1 年 1 月 ~6 月

（関係機関・・・自治会・商工会・道立高校・札幌市等）

(3) 議会陳情の動き

北広島市子どもの権利条例の早期策定を求める陳情... H 2 2 年 6 月（採択）

(4) 子どもの権利条例庁内検討委員会の検討の経過

① 構成・・・保険福祉部（主管）、市民部、教育委員会・・・委員 1 0 名

② 庁内 検討委員会. .. l 2 回 ( H 2 2 年 t l 月 ~ I——I 2 4 年 1 l 月 ）
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(5) 条例制定・施行等のスケジュール

① 平成 2 4 年 2 月 1 日,...__, 3 月 2 1 日・・・条例原案に対するパブリックコメント

② 平成 2 4 年 6 月 2 8 日・・ ・ 市 議 会 第 2 回定例会で議決

③ 平成 2 4 年 8 月 1 日 …広報紙 で特集

④ 平成 2 4 年 11 月 15 日 ・・・パンフレット を 全戸配布 （大人用）

⑤ ’ 平成 2 4 年 1 1 月 …小中学校 （子ども 用・ 大 人 用）、幼稚園・保育園
高等学校・ 学童 クラ プ・ 児 童 セン タ ー

特別支援学校・ 児童養護施設等ヘパンフレットで周知
⑥ 平成 2 4 年 1 2 月 l 日 ・・・条例一部施行

（相談・救済、権利推進委員会の部分を除く）
⑦ 平成 2 4 年 1 月

⑧ 平成 2 4 年 1 2 月
… 子どもの 権利 講演会

・・ ・ 条 例全面施行 （ 救済 委 員会、 権利推進委員会 ）

ぐ

(6) 条例制定後の経過

① 子どもの権利推進体制

1) 子どもの権利の救済
〇 子ども権利救済員 3 名（教育・福祉・人権分野から各 1 名、任期 3 年）

（平成 21 8 年 4 月～いじめ問題再調査委員会委員 を兼ねる）

〇 相談員（非常勤職員） 1 名

〇 相談受付（平日） 10:30~ 17:00 

面談、電話、メール、市ホームページの相談フォーム
巡回 子 どもの権利相談 （ 児童セ ン ターにて）

〇 相談件数 平成 2 5 年度

平成 2 6 年度

平成 2 7 年度

平成 2 8 年度

平成 2 9 年度

件
件
件
件
件

3

1

6

5

9
 

3

2

3

2
 

延べ 1 5 件

延べ 3 2 件（巡回相談開始 ）

延べ 8 6 件

延べ 1 3 0 件

延べ 1 8 9 件

iぐ
※ 電 話 、 メー ル が相 談 し やすいとのこと。

② 子どもの権利推進計画

子どもの権利推進委員会 1 0 名
平成 2 7 年 3 月・・・第 1 次子どもの権利に関する推進計画を策定 (3 か年計画）

3 条例の各種施策への反映について

(1) 子どもの権利に関する推進計画

子どもの 権 利 推 進委 員 会 において、 子どもの 権利に 閉 する推進計画の 進 行管 理 を

行う。
(2) 広報・啓発活動

広報 ・ 啓発活動を進める。

子どもを含めたより多くの市民が子どもの権利条例について理解を深める ＇ことに
より、子どもの権利保障につなげる。 . 
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4 条例制定後の効果と課題

(1) 子どもの権利についての認知度の向上

(2) 子 どもの意見表明、参加の機会の拡大

(3) 子どもの居場所の充実
(4) 子ど も の権利侵害への対応

. .
、＇
＇
'
，
ノ

r
>

C
や

' 

5 第 2 次 子どもの権利に関する推進計画を策定（平成 3 0 年 3 月）
※ 第 2次推進計画の特徴（子どもの権利の保障を進めるうえでの課題等）
「子どもに関する 実 態・ 意 識調 査」の結果等•• • 第 2 次子どもの権利推進計画策·定課題

(1) 子 どもの権利についての広 報ー ・ 啓発活動の推進
子 どもの権利条例を施行してから 5年が経過。広報 ・ 、啓発の 取 り組みを行ってき

たが、 条 例そのものの 認知度は前回調査実施時よりも増加しているものの、いまだ
高いとは言えない状況 。
子どもの権利の保障を進めるためには、子どもも含めたより多くの市民が子ども

の権利条例について理解を深める必要があり、効果的な広報や啓発活動を行う。
(2) 子どもの意見表明、 参加の機会の拡大
地域において、子どもが行事などの企画運営に参加し、意見を言ったりすること

について、子ども自身の意識は決して高いとは言えず、なかなか意見を表明するこ

とが難しいのが現状。
社会の一員として子どもが様々な場面において自分の意見を表明し、積極的に参

加することができるよう、地域全体で意見を言いやすく、参加しやすい仕組みをつ
くるための啓発を行っていく。

(3) 子どもの居場所の充実
子どもの健やかな成長のためには、ふだんの生活の中で自分が受け止められ、安

心して過ごすことができると実感することや、様々な活動を通して人間関係をつく
り合うことが大切。

子どもが大人に見守られ安心して遊び、活動し、人間関係をつくることのでき
る環境づくりを進めていく。

(4) 子どもの権利の侵害への対応

いじめや児童虐待といった子どもの権利の侵害が大きな社会問題となっている。

いじめや児童虐待は子どもの心身に深い傷を与え、子どもの成長や発達に重大な ｀
影響を及ぼす。

子どもには、いじめや児童虐待などから守られる権利があるということや、 ひと

りの人間として 尊重される権利があることを理解し、行政のみならず、市民が 一 丸

とな っ て 子どもの権利の侵害を防ぐ環境づくりに取組む 。

※ 自分 の将 来が生まれ育 った 家 庭 の 事 情 等 によ って左右されない こと
《 子ども の 貧 困対策推進事業 》

貧 困の連鎖を断ち切 るた め 、子どもの貧困に対する実態調査を実施し、世帯の

状況を具体的に把握することにより、実態に則した対策の検討を行う 。 、
※ 安心できる居場所の確保 d

《子どもの居場所の提供》

子どもの居場所となり、必要に応じて子育て家庭に対する相談・援助を行い、
子どもの安定した日常の生活を支援する。また、児童センター末整備地域におけ

る児童センターの整備を計画に行っていく。
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•6 
考察 ．

北広島市では、子どもの権利条例の制定後、条例に従って、「子どもの権利に関する
推進計画」を策定するとともに、子どもの権利救済員を任命し、面談、相談、巡回子ど
もの権利相談などを実施するとともに、子どもの権利侵害に対して、迅速かつ適切な救
済を図るよう対応してきている。
また、計画の推進に当たっては、人権、福祉、保健、教育などの各部門と連携して事

業を行い、進捗を管理していている。さらに、すべての市民が子 どもの権利の重要性を
認識し、子どもの権利の保障を推進してい＜ことが大切であることから、地域の各種関
係団体などと連携をしながら、施策を推進してきている。

次に、計画の評価・検証にあたっては、子どもの権利に関する施策の総合的かづ計画
的な推進を図るため、北広島市子どもの権利推進委員会において進捗状況の評価、検証
を行うとともに、適宜子どもの意識を確認し，ていくとしている。
なお、計画期間は 3 年となっているが、 社会 情 剪に応じ 、より良い施策のあり方につ

いて、適宜、調査、研究を進めて行くとともに、 必 要 に応 じ て 見直しを行ってい＜こと

としている。

~
一

振り返って郡山市は、本年 3 月に子ども条例が策定され、 4月より施行されている。
先ほども指摘したが、本市の条例は理念条例であり、推進計画、推進委員会、救済委員
会が明記されていない。結果、平成 2 7 崎年 3 月に策定された「郡山市ニコニコ子ども。
子育てプラン」をもとに施策を進めている。しかし、この計画には平成 2 6 年 1 月から

施行された「子どもの貧困対策の推進に関する法律」への対応が十分でないところがあ
り、速やかな対応が求められるところである。
本年 3 月に条例が制定されたばかりではあるが、推進計画の策定、推進委員会並びに

＇救済委員会等の設置、また、子どもの貧困等への対応など、早急に取り組まなければな
らない課題等が残されている。
今回行政調査を行った、北広島市の条例等を参考に検討を進めてい＜必＇要がある。

7
 
調査の様子

地域子育てセンター（「 あい あ い 」）

北広島市役所新庁舎玄関（一階）
北広島市議会議長 ‘

佐藤敏男氏

J
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北広島市議会事務局長

藤木幹久氏ci~ 

r(.-

北広島市子ども家庭課主査

記内 - 崇氏

調査の様子
（飛田会長、八重樫幹事長、飯塚）

北広島市子ども家庭課長

高橋陽子氏

調査の様子

（飛田会長、八重樫幹事長、飯塚）

．ぷ,~., -~, 『, , -,一,.1 ・. '

北広島市議会前にて

\ 

I 
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地域子育てセンター受付（「 あいあい 」）
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The Ambitious City 
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子育て支援部子ども家庭課

地域子育てセンター内（「あいあい」 ）

課長

高橋陽子

北広島市役所
〒061-1192 北海道北広島市中央4丁目 2番地 1
TEL (011) 372ー3311 (内線2201)

［岱;;~:--
北広島市子育てサイ卜
http :/lwww. city. kitahiroshima. hokkaida jp/kosodate/ 
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北広島市議会事務局

局長

藤木幹久
-*志をいたくまちー

HOKKAIDO 

北広島市

怠

〒061-1192
北海道北広島市毛央4丁目2番地1
TEL (011 372ー3311
FAX onl 372-3600 

『；t悶り;~~—~ a.hokkaido:jp/ 

北広島市

子育て支援部子とも家庭課
きない たかし

主奎記内 崇
~ —- —-——— —·—===- --- --ーコ

〒061 ~ 1 ·192
北海道北広島市中央4丁目 2番地 1

E—閾~-
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I 第1章計画の概要 |̀

|

 1 計画策定の趣旨と背景

C
— 

平成元年(1989 年）、国際連合において「児童の権利に関する条約」が採択されました。
日本においても平成 6 年 (1994 年）にこの条約を批准し、条約の理念の実現を目指して、
さまさまな立法や行政措置を進めています。
．また、平成 28 年には「児童の権利に関する条約」 を星本理念と して、子どもが権利の主
体であることを明確にした改正児童福祉法が成立しました。国内法に「児童の権利に関する
条約」が明記されたのは日本が同条約を批准して以来、初めてのことで、子ともの権利保障
の推進の大きな一歩です。

条約の理念の実現には、国だけではなく、子どもの生活に一番身近な地方自治体も子ども
の施策として取り組むことが大切です。

北広島市では、条例によって子どもの権利を定め、その条例に基づき子ともの施策を進め

ることとし、平成 24 年に北広島市子どもの権利条例（以下「子ともの権利条例」といいま
す。）を制定しました。子どもの権利条例は、基本的人権の尊重を定めている「日本国憲法」
と「児童の権利に関する条約」の理念に基づき、市としての子どもの権利に関する基本的な

， 考え方を定めた条例です。
本計画は、子どもの権利条例の理念の実現を目指して策定するものです。

2 計画の位置づけ

本計画は、 、子どもの権利条例第 25 条に基づく、子どもの権利に関する施策を総合的かつ
計画的に推進するための計画であり、本市の取り組みを示すとともに、家庭や学校、施設、rc 地域の取り組みを推進するものです。

.ｷ.ｷs また、他の計画との関係では「北広島市総合計画（第5次）」を上位計画とし、「北広島市

子ども。子育て支援プラン」などの計画との連携、整合性を図り策定します。
なお、本計画において、「子ども」とは、子どもの権利条例＼第 2条第 1 号に規定する子と

もとします。

3 計画の期間

本計画の期間は、平成 30 年度から 32 年度までとします。
日27 I H28 I H29 I,.,._, —;;;.,._~, 1町"" -"'-~ 1,- _;,;, —, I 

第 1 期計画

H33 I H34 I H35 

第 3 期計画



安
鍮ノ

育児に協力してほしい「利用会員」を、協力したい

「協力会員」がサポートする会員組繊です。認定
こども園や幼稚園、保育所、学童クラプなどへの
送迎や開始前・終了後の預かり、保護者の外出時
の預かりなど、さまざまな理由で利用できます。

-,J 
る・.. ' ' 

0歳～小学6年生

じ ：合后需でず
6:00~21 :00 

.•. 
～一し — , llfffl籠冨"

30分 ・ 300円（土・日磁祝日、年末年始は350円）
※状況に応じて別途料金が掛かります。

会員の種類と登録方法

区分 I 資格 I 登録時に必要なもの

利用会員
北広島市民か北広島

0 印笙
― 市内に勤務している方

協力会員
北広島市民で、所定の 0 印鑑

話習会を受話し修了し 0 語習会の修了証鬱か
た方、 保育士か幼稚団l 資格証明雷の写し

両方会員
教諭、肴護師などの資 0 証明写真X2枚
格をお持ちの方 (3X2.5cm) 

ファミサポ利用無料券を配布します
1 歳未満の子がいる家庭に、平日4時間分の利用無料券を
登録時にお渡しします。

利用料の助成 . . 

ひとり親家庭市町村民税非課税世帯、
生活保證世帯などに、料金（実費を除く）の

2分の 1 を助成します。 — 

C 

c;>' 
GO 

. r 北広島市子育てサイト

北広島市役所1階—-―



北広島市子どもの権利イメージキャラクター

けんリーナ

北広島市には、子どもの権利条例があります。すべての子ども 1こは、
幸せに生きる権利があります。子ともが夢と希望を持ち、幸せに暮ら
せるまちを 目指すための条例です。

条例では、子ともの権利の内容や
子どもの最善の利益を確保するための市や大人の役割、

子ともの権利を守るための
救済委員会なとについて定めています。

本書の 構 成

圏 条例の制定理由と推進されること
圏 条例で定めている主な内容

凹 北広島市子どもの権利条例の条例文

贔北広島市



1 条例の調定遷由と樺進されること I 
I u 北広島市子どもの権利条例の制定理由

世界では今なお多くの児童が、貧困、飢え、武力紛争、虐待等の困難な状況に匿かれています。

このため国連は、児童の保護と基本的人権の尊重を促進苔ることを目的に、 1989年（平成元年）

に「児童の権利に関百る条約」を採択しました。日本は1994年（平成6 年）にこの条約を批准し、

条約の理念実現を目指して、様々な立法や行政措置を進めています。

条約の理念実現には、国だけでなく、子どもの生活に一番身近な地方自治体も子ども施策と

して取り組むことが大切です。そのためには、地方自治体の法律である条例によって子どもの

権利を定め、その条例に基づき子ども施策を進めることが必要となります。

北広島市子どもの権利条例は、基本的人権の尊重を定めている「日本国憲法」と「児童の権

利に関する条約」に基づき、北広島市としての子どもの権利を定めたものであり、条約の理念

実現を目指す市の子ども施策の基盤となるものです。

1 2 条例によって推進されること
ヘ,.·マ--· ・ー・ ・ -で'" "··••··""·'•''·• ... よ...,, •. か~·-· • •• .. ヤ, . .•. -~"= •---·~' 'ｷｷｷ 一m●●ｷ~--—... 一 —.... 一—. • ・--" .,-~-...... -,_ . ., ...... "'' " . . . ,.. • •• . . ... — . . .. 

: ( "Y) 子ともが他者との関わり方について理解を深め、 社会的に成長すること i 
子どもは自分の権利が尊重されるだけでなく、他人の権利も尊重することが大切で l 
あることを学び、また、そのことを通して社会における他者との関わりについて理解

を深めていきます。
, ... , _, —... , .. —___ ,, ____ ・ヽ 9 』・ら.......,_., ... が.. .,, ..... , ... -... •-··-·--●し如.....・っ・. • .. ベ...—-··-----· 一---··…., ... • -叫~--・...・_,.............. 一·•···墨9●•-·--·~·--· • ______ ,. -----·,•.·•--• ··-······• .. • ·-・ ...... ......... ヽ.. .-...... , • . ヽ·-··-·· · ...• .. 

(2 ) 大人か子どもの権利について理解を深めること

大人は、子どもが成長発達する過程で保護や援助が必要な存在であり、基本的人権

が尊重されなければならないことについて認識を深め、子どもの権利についての理解

を深めます。そのことが、子どもが幸せに暮らせるまちづくりにもつながつてきま寸。

! 

' .、 . ·•···~· —·-————---———-· ー 一 ー・・一—'·· ·-一――――--—--·一·--~―――·-····---ふ·---―.~·
/"'''"'ｷｷｷｷ---" - ・,. .. ,. 

(3) 侵害された子ともの権利の回復

子どもの権利侵害を救済し、権利の回復を支援する救済委員会が設置され、権利の

保障が実効性のあるものとなりま百。

ユー --一ー、 __,. __ _,_,. _______心―,,___一···----------·ヽ，--一·--·-·———·--· 一一·――--ツ,._____ 、....、ヘ一｀會 ---・・・・・ 一マー•-· • ... —•｀ー-、·--ダー一--一•一.. .一--一. ........ヽ......, .• 出,/

辱



”」で定めている主な内容 ] 
この条例は、前文と 8章 27 条で構成されていま苔。子ども（原則として 1 8歳末満）の権利

について、主な内容として次のことを定めています。

1 子どもにとって特に保障されなければならない大切な権利を、
柱となる4つの権利ことに定めています。（第2章）

．平和と安全な環境の下で生活すること。

• 自分の命がかけがえのないものとして守られ、
尊重されること。

•愛情と理解をもって育まれること。

・差別、暴力、いじめ及び不当な不利益を受け
ないこと。

・田胴瓜剌●

・学ぶことを通して人間的発達を目指すこと。

・遊ぶことを通して良好な人間関係を築＜こと。
。文化、芸術、スポ一ツ及び自然に親しむこと。
。自分の将来を決めること。

@ 

B守り、守られる権利］

．権利の侵害から逃れられ、権利の侵害を受け
たときに支援や救済を求めること。

．危険から身が守られること。
。個性が認められ、人格が尊重されること。
・プライバシーが守られること。

~ 加する権利 J 
.... 

/"1 
・ 家庭、育ち学ぶ施設、地域等の場で自分の意
見を表明すること。

・ 表明した意見について、年齢や成長に応じて
ふさわしい配慮がなされること。

． 仲間をつくり 、 仲間と集うこと。

・ 情報提供等の適切な支援を受けられること。

※詳しくは条例をこ覧ください。



I 条例で定めている主な内容 - . • .• •·. . . . •. . .•. . I 

2 子どもの権利を保障百るために、大人や市の努めなけれは
ならない役割を定めていま苔。（第3章、第4章）

(1) 家庭での保護者の役割

子どもにとって最も良いことは何かを第ーに考えて子どもを育てる。

・ 子どもの気持ちゃ考えを受け止め、子どもとよ＜言舌しあう。

/,,_ 

(2) 学校や施設における職員の役割

・子どもにとって最も良いことは何かを第ーに考えて子どもを支援、指
導する。

・子どもの権利について学ぶ機会を設ける。

・学校や施設の行事、運営などに子どもが意見を表明し、参加する機会
をつくる。

⑲
 



I,. 今L 条例で定めている主な内芦J
(3) 地域における市民の役割

子どもが健やかに成長できるように支援する。

子どもを見守リ、子どもが安心して過ごせるようにする。

子どもが安全に安心して過ごせる居場所をつくる。

•スポ一ツや文化などの地域活動に子どもが意見を表明し、参加する
機会をつくる。

¥ // 

(4) 北広島市の役割

・子どもの権利をよく理解してもらうための広報、啓発や子どもの権利
に関する学習を支援する。

子どもが安全に安心して過ごせる居場所をつくる。

•まちづくリや市の施策への子どもの参加を促進する。

・保護者が安心して子育てができるように支援する。

⑮ 



I 条例で定めている主な内容 .•. ム4 ふ ~ - ·""··--·- I 

3 子どもの権利を保障言るため、 児童虐待と体罰の禁止、いじめ
の防止を定めていま言。 （第3章第rs条）

。 すべての人か子ともへの虐待、 体罰をしない。
。すべての人がいじめを防止する。

4 子どもの権利を保障づるため、相談。戦済機関として戦済委麗
会の設置を定めています。（第5章）

いじめや体罰、暴力など権利の侵害を受け、つらい立場にある子どもの相談に応じ、侵害さ
れた権利を回復するための支援活動を行うため、 墨救済委員会を設置しています。
なお、相談方法は、次のとおりです。

受付時間 1 月曜～金曜 10:30,:___, 17:00 (祝日、年末年始を除く）
①面談 ． ー市役所内ほか巡回相談場所（各児童センタ＝、う子育て

相談方法 1

支援センター＝あいあい） ( 
②電話 01 1 -372-6200 (直通）
③メール jkenri@city.kitahiroshima.lg.jp 
④相談フオーム 市のホームページから直接入力

北広島市子育てサイト＞子ども・子育て相談＞
相談窓ロ一覧＞子どもの権利相談

※③、④は 24 時間受け付けていますが、返信は平日の日中になります。
また、返信に時間がかかることがあります。
※返信メールはパソコンから送信します。上記メールアドレスからの受信
拒否設定を解除してください。

、相談 者 救 済委員 会

救済委員 (3 名） 相談員

・相 談 ~ 平~ ・相談を受けて助言や支援を行う。 - ~> 

・ 救済の申立て I~ ・救済の申立てを受けて調査や、当事
者双方への働きかけを行う。

匹~、 重

"' ・市長へ必要な措置を求める。

一↓
長 ・市の機関に対する勧告、

指示又は命令 声声声疇ゎ

・市の機関以外に対する
是正要請

— -今布 _ 

⑮ 



I. ふ ..  ·• . クンー 条例で定めている主な内容]
5 子どもの権利に関言る推進計画の策定と子ともの権利に関言る
施策の推進（第6章第7章）

子どもの権利に関する推進計画の策定などのために子どもの権利推進委員会を設置し、同計

画の策定と、子どもの権利に関する施策の総合的かつ計画的な推進によって、子どもが幸せに

暮らせるまちづくりを着実に進めま可。

0子どもの権利推進委員会と子どもの権利推進計画等の関係

屠土l 璽皿』H皿』』a （人権、福祉、教育等の分野及び公募による委員）

•子どもの権利に関寸る推進計画の策定、変更に関する調蒼・ 審議

・子どもの権利に関寸る施策の実施に関する調査・審議
.. ~ • 

調査・審議

` 
調査・審議

囀

• lfd 潤-·
子どもの権利に関する

推進計画の策定、変更

●園置置●
子どもの権利に関する施策

の総合的・計画的な推進

賣‘ ':-, .. 

子ともが幸せに暮らせる

まちづくりの進展
甑
＇

@ 



1北広島市子ともの権利条例の条例文 ー7
前文

全ての子どもは、生まれたときから尊ばれ、世界でただ一人のかけがえのない存在として、幸せに生きる権利を

持っています。この権利は、人間が長い歴史の中で大変な努力をして手にしてきたものです。
子どもの権利が守られるためには、平和で豊かな環境と大人の深い愛情や理解が必要です。また、子ども自身が、

自分の権利を正しく理解し、自分で判断し、意見を述べ、自信と誇りを持って生きることが大切で可。これらの経
験を通して、他の人の権利を大切にし、互いに尊重し合う力を身に付け、責任を持って行動できる大人へと成長し
ていきます。

大人は、子どもを差別や暴力から守り、子どもと誠実に向き合い、子どもの思いを受け止め、子どもの最善の利

益のために、共に考え、支えてい＜責任があります。

子どもは、大人と共に北広島市をつくつてい＜パートナーです。子どもが参加し、子どもの視点を大切にしてつ
＜られたまちは、全ての人にとってやさしいまちとなります。子どもは、社会の一員として尊重され、大人と共に
北広島市のまちづくりを担っていきます。
私たちは、北広島市が平和を願うまちであることに誇りを持っています。平和を願うまち北広島市において、子
どもは、これからの社会を築いてい＜未来への希望であり、平和の灯をし＼つまでも絶やさないために、大切に育ん

1でいかなければなりません。
' 私たち北広島市民はミ子どもが夢と希望を持ち、幸せに暮らせるまちを目指し、日本国憲法及び児童の権利に関
する条約の理念に基づき、北広島市子どもの権利条例を制定します。

第 1 章総則
（目的）

第 1 条 この条例は、子どもの健やかな成長を願い、子ともの権利の保障について必要な事項を定めることにより、
子どもにとって最善の利益が尊重され、子どもが幸せに暮らせるまちづくりを進めることを目的とします。

（定義）

第 2 条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによります。
(1) 子ども 市内に居住し、又は通学し、若しくは通勤する 18 歳未満の者その他これらの者と等しく権利を認
めることが適当である者をいいます。

(2) 保護者 親、児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）に規定する里親その他親に代わり子どもを養育する
者をいいます。

i、 (3) 育ち学ぶ施設 児童福祉法に規定する児童福祉施設、学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）に規定する学校、
専修学校及び各種学校その他の施設のうち、子どもが育ち、学ぶために通学し、通所し、入所し、又は利用
する施設をいいます。

(4) 施設関係者 育ち学ぶ施設の設置者、管理者、職員等をいいます。
(5) 市民 市内に居住し、又は市内で活動する者をし＼います。

（責務）

第 3 条 市は、子どもの権利を尊重し、施策において、その保障に努めなければなりません。
2 保護者は、子どもの成長と養育について第一義的責任があることを認識し、子どもの権利の保障に努めなけれ
ばなりません。

3 施設関係者は、育ち学ぶ施設において、子どもの権利の保障に努めなければなりません。
4 事業者は、雇用している子どもの権利の保障に努めなければなりません。
5 市民は、子どもに関わる場や機会において、子どもの権利の保障に努めなければなりません。
6 市、保護者、施設関係者、事業者及び市民は、互いに連携して子どもの権利の保障に努めなければなりません。

（権利の普及等）

第 4 条 市は、子どもの権利に対する市民の理解を深めるため、その普及に努めるものとします。

@ 



1 北広島市子ともの権利条例の条例文j 
2 市は、家庭、育ち学ぶ施設及び地域において、子どもの権利についての教育や学習が行われるよう、必要な支

援に努めるものとします。

3 市は、子ども自身による子どもの権利に関百る学習について、必要な支援に努めるものとします。

（子どもの権利月間）

第 5 条 市は、子どもの権利について市民の関心を高め、理解を深めるため、北広島市子どもの権利月間（以下「子

どもの権利月間」といいま寸。）を設けます。

2 子どもの権利月間は、 11 月とします。

3 市は、子どもの権利月間の趣旨にふさわしい事業を行うものとします。

第 2 章子どもの権利
（子どもにとって大切な権利）

第 6 条 この章に定める権利は、子どもが成長していくために、特に大切なものとして保障されなければなりません。
2 子どもは、自分の権利が尊重されるのと同じように、他人の権利を尊重しなければなりません。

（安心して生きる権利）

第 7 条子どもは、安心して生きるために、主に次のことが保障されなければなりません。
en 平和と安全な環境の下で生活すること。
(2) 自分の命がかけがえのないものとして守られ、尊重されること。

(3) 愛情と理解をもって育まれること。
(4) 健康に配慮され、適切な医療が受けられること。
(5) 差別、暴力、いじめ及び不当な不利益を受けないこと。

（守り、守られる権利）
第 8 条 子どもは、自分を守り、自分が守られるために、主に次のことが保障されなければなりません。

(1) 権利の侵害から逃れられ、権利の侵害を受けたときに支援や救済を求めること。
(2) 危険から身が守られること。
(3) 個性が認められ、人格が尊重されること。

t (4) プライバシーが守られること。

(5) 誇りを傷つけられないこと。

(6) 子どもであることを理由に不当な扱いを受けないこと。

(7) 自分が持っている能力を伸ばすための必要な支援を受けること。

(8) 自分に関することを決めるとき、適切な支援を受けること。
(9) 障がいのある子どもが、尊厳を保ち、自立の促進及び社会への積極的な参加が図られること。
("10) 国籍、民族、言語等において少数の立場の子どもが、自分の文化等に親しみ、学び、又は表現することが

尊重されること。

（健やかに育つ権利）

第 9 条 子どもは、自分を豊かにし、健やガヽに育つために、主に次のことが保障されなければなりません。
(1) 学ぶことを通して人間的発達を目指すこと。

(2) 遊ぶことを通して良好な人間関係を築＜こと。

(3) 文化、芸術、スポ一ツ及び自然に親しむこと。
(4) 自分の将来を決めること。

(5) 自分の幸せな末来の実現に向けて、必要な情報を得ること。

(6) 安心できる居場所が確保されること。

• 
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（参加づる権利）

第 10 条 子どもは、自ら社会に参加寸るために、主に次のことが保障されなければなりません。

(1) 家庭、育ち学ぶ施設、地域等の場で自分の意見を表明すること。
(2) 表明した意見について、年齢や成長に応じてふさわしい配慮がなされること。
(3) 仲閻をつくり、仲間と集うこと。
(4) 情報提供等の適切な支援を受けられること。

第 3章 子どもの生活の場における権利の保障
（家庭における権利の保障）

第 11 条 保護者は、子どもにとって最も良いことは何かを第ーに考えて、子どもの年齢や発達に応じた養育に努め

なければなりません。

2 保護者は、子どもの気持ちや考えを受け止め、それに応えていくとともに、子どもと十分に話し合うことに努

めなければなりません。

（育ち学ぶ施設における権利の保障）
第 12 条 施設関係者は、育ち学ぶ施設が子どもの豊かな人間性と多様な能力を育むために重要な役割を果たすこと
を認識し、子どもにとって最も良いことは何かを第ーに考えて、子どもの年齢や発達に応じた支援や指導に努め

なければなりません。

2 施設関係者は、子どもの権利について学ぶ機会を設けるよう努めなければなりません。

（地域における権利の保障）

第 13 条 市民は、地域において、子どもの権利が保障され、子どもが健やかに成長してい＜ことができるよう必要

な支援に努めるものとします。
2 市民は、地域において、子どもを育てるという意識を持ち、子どもを見守り、子どもが安心して過こすことが
できるよう努めるものとします。ヽ

（地域における子どもの居場所）

第 14 条 市及び市民は、地域において、子どもが安全に安心して過こすことができるよう子どもの居場所づくりに '
努めるものとします。

（虐待等の禁止）

第 15 条 何人も、子どもに対して虐待及び体罰を行ってはなりません。
2 何人も、いじめの防止に努めなければなりません。

第 4 章子ともの参加の促進
（子どもの参加の促進）

第 16 条 市は、まちづくり及び施策について、子ども会議の開催等子どもが意見を表明し、参加する機会を設ける
よう努めるものとします。

2 施設関係者は、育ち学ぶ施設の行事、運営等について、子どもが意見を表明し、参加する機会を設けるよう努

めるものとします。

3 市民は、地域活動について、子どもがその一員として意見を表明し、参加する機会を設けるよう努めるものと
します。

（分かりやすい情報発信）

第 17 条 市、施設関係者及び市民は、子どもの参加の促進を國るため、子どもに関する施策、取組等について分か

りや百い情報発信に努めるものとします。
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第 5 章相談及び救済
（救済委員会）

第 18 条 市は、子どもの権利の侵害に対して、迅速かつ適切な救済を図り、権利の回復を支援寸るために、北広島

市子どもの権利救済委員会（以下「救済委員会」といいます。）を置きます。

2 救済委員会は、次に掲げる事務を所掌します。

(1) 子どもの権利の侵害に関する相談について、助言又は支援を行うこと。

(2) 第 21 条第 1 項の規定に基づく子どもの権利の侵害に関する救済の申立てについて、調査及び調整を行うこと。

(3) 子どもの権利の侵害について、市長に対して、必要な措置を講することを求めること。
3 救済委員会は、委員 3 人で組織します。

4 救済委員会の委員（以下「救済委員」といいます。）は、人格が高潔で、人権、福祉、教育等の子どもの権利
に関する分野において識見を有する者のうちから市長が委嘱します。

5 救済委員の任期は、 3年とします。ただし、救済委員が欠けた場合における補欠の救済委員の任期は、前任者

の残任期間とします。

6 救済委員は、再任されることができます。

>̀ 7 市長は、救済委員が心身の故障のため職務の遂行ができないと認めるとき、又は職務上の義務違反その他明ら
かに救済委員としてふさわしくない行為があると認めるときは、第4項の規定による委嘱を解くことができます。

8 救済委員は、職務上知り得た情報を漏らしてはなりません。その職を退いた後も、同様とします。

9 前各項に定めるもののほか、救済委員会に関し必要な事項は、規則で定めます。

（市長が行う措置）

第 19 条 市長は、救済委員会から前条第 2 項第 3 号の規定による求めがあったときは、関係する市の機関に対し
勧告、指示又は命令（以下「勧告等」といいます。）を、市の機関以外のものに対し是正要請を行うことができます。

2 市長は、勧告等を受けた市の機関に対し、その勧告等に基づき講じた措置について、報告を求めることができ

ます。 . 

3 市長は、必要に応じ、第 1 項の規定による勧告等及び前項の規定による市の機関からの措置の報告について、

その内容を公表することができます。

（救済委員会への協力）

第 20 条 市の機関は、 救済委員会の活動に対し、支援しなければなりません。
2 市の機関以外のものは、救済委員会の活動に対し、協力するよう努めるものとします。＼

（相談及び救済の申立て）

第21条 何人も、子どもの権利の侵害について渇救済委員会に対し、相談及び救済の申立てを行うことができます。

2 救済の申立ては、文書又は口頭で行います。

（相談員の設置）
第22条 救済委員会の活動を補佐するため、北広島市子どもの権利相談員（以下「相談員」といいます。）を置きます。
2 相談員は、子どもの権利に関する分野において識見を有する者のうちから市長が任用します。

第 6 章施策の推進
（関係機関等との連携）

第 23 条 市は、救済委員会によるもののほか、子どもの権利の侵害の防止、相談及び救済について、関係機関等と
連携を図り、必要な措置を講するよう努めるものとします。

（施策の推進）

第 24 条 市は、子どもにとって最善の利益が尊重され、子どもが幸せに暮らせるまちづくりを進めるため、子ど
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もの権利について必要な施策を推進するものとします。

2 市は、保護者が安心して子育てができるよう必要に応じた支援に努めるものとします。

（推進計画の策定）

第 25 条市は、子どもの権利に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、北広島市子どもの権利に関する推
進計画（以下「推進計画」といいます。）を策定します。

第 7 章 子ともの権利の保障の推進
（子どもの権利推進委員会の設置）

第 26 条 市は、子どもの権利に関する施策の充実を図り、子どもの権利の保障を推進するため、北広島市子どもの

権利推進委員会（以下「推進委員会」といいます。、 ）を置きます。

2 推進委員会は、市長の諮問に応じて次に掲げる事項を調査審議し、及びこれらの事項に関し自ら必要と認める

ものについて、市長に意見を申し出ることができます。
(1) 推進計画の策定又は変更に関すること。 ＇
(2) 子どもの権利に関する施策の実施に関すること。

3 推進委員会は、委員 10 人以内で組織します。
4 推進委員会の委員（以下「推進委員」といいます。）は、人権、福祉、教育等の子どもの権利に関する分野に
おいて識見を有する者及び公募に応じた市民のうちから市長が委嘱します。

5 推進委員の任期は、 3年とします。ただし、推進委員が欠けた場合における補欠の推進委員の任期は、前任者

の残任期問とします。

6 推進委員は、再任されることができます。

7 前各項に定めるもののほか、推進委員会に関し必要な事項は、規則で定めます。

第 8章雑則
（委任）

第 27 条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定めます。

附則
この条例は、平成 24 年12 月［日から施行します。ただし、第 5 章、第 25 条及び第 7 章の規定は、平成 25 年

4 月 1 8から施行します。

北広島市子育てサイト (http://www.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/kosodate/) に条例と条例の

解説を掲載しています。「北広島市子育てサイト→支援制度・手当→子ども・子育て支援関係資料室→

子どもの権利→子どもの権利条例について」からこ覧ください。

平成24年 11月発行平成29年11月一部改訂
北広島市保健福祉部子育て支援室児童家庭課
〒061-1192 北広島市中央 4丁目 2番地 1
TEL O 11-372-3311 内線2213
FAX O 11-398-4306 
Eメール ： jidou@city.kitahiroshima.lg.jp 
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旭川市行政調査報告
2018 年 5 月 16 日（水）

地域活性化モデルケース（北のプラチナシティ）について一

C
>

1 調査目的

(1) 郡山市の現状

日本は少子高齢・人口減少社会に突入している。 郡山市でも 2015 (平成 27) 年度

に「郡山市人ロビジョン」及び「郡山市総合戦略」を定め、将来人口推計に基づい
た様々な対策を講じてきている。また、 • 市民が生まれ育った地域で安心して生活でき
るためには、地域経済を支える産業構造や、教育・子育て・医療福祉や安全：安心の
取り組みといった市民生活の現状をふまえた取り組みが重要となる。 ' \ 

ア．人口動態

本市の人口は、 2004 (平成 16) 年の 339,218人をヒ°一クに、東日本大震災直後の人

口急減からしばらくは回復基調にあったが、 2016 (平成 28) 年度から再び減少傾向
となっており、震災の影響を踏まえた将来人口推計として、 2040年には 281, 147 人と

なると予測されている。

特に若年層の転出と出生率の低下が顕著であり、郡山市人ロビジョンでは、「子
育て世代の純移動率」及び「合計特殊出生率」の改善により、将来的にも人口 30万
人規模を維持することが福島県の中核都市である本市の使命となっている。
生産年齢人口 (15~64歳）及び年少人口 (0 "-'14歳）については、全国的な少子

化、首都圏等への人口流出の影響により長期的な減少が予測されており、現実的に

は、こうした社会情勢に対応した、持続可能な地域社会の構築に向けた施策の展開
が求められている。 ，

:
i-』

イ生活実感

2009 (平成 21) 年度から本市が実施している市民意識調査によると、 ＇ 郡山市を「
住みやすい 」 または「どちらかといえば住みやずい」と評価している市民は 74%"-'76
％程度でこの 8 年間ほぼ変化がない。また、今後も郡山市に住みたいかという設問で
は、「ずつと住乃続けたい」、「市内の別の地域に住みたい」を合わせた割合も概ね 66
,,.._.,70% で、この 8 年間ほぼ増減がなく 、，郡山市の住みやすさについては、比較的
高い評価を維持している。

ウ予見可能性の高い課題への積極的対応

すでに到来している少子高齢・人口減少社会を背景として、将来的に起こり得る

予見可能性の高い課題が多く指摘されている。
そのため、これらの課題に対して今できることを考えるバックキャストの手法に

より ，、様々な取り組みを打ち出すことが求められている。

(2) 調査目的

旭川市は、北海道のほぼ中央に位置する北海道第 2 の都市（人口 343,093人、 7 4 

7 逼）であり、北北海道地区の拠点都市として発展してきたが、 1986 年をピークに
人口は緩やかに減少している。また逆に高齢化率は上昇し、全国平均を上回るなど、
少子高齢化が顕著になってきている。
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この少子高齢化社会を乗り越え，市民がいきがいを持って暮らしていけるょう、集
積する医療機関・豊富で魅力ある食資源・陸路及砂空路の交通の要所など旭川市の強
みを生かした取組によって、“北のプラチナシティあさひかわ”を実現し、地域の活
性化を図ることとしている。

旭川市は、人口、市域面積とも郡山市とほぼ同じであり、“北のプラチナシティあ

さひかわ”実現のための地域再生計画の内容と進行状況は、本市の様々な課題の解決

｀ に参考となると考え、調査研究を行うこととした。

c
l、i

2 「旭川市地域再生計画」について

(1) 地域再生計画の目標

【地域の概要】

旭川市は北海道のほぼ中央 に位置し、面積は 747 : 60遍、人口は約 347千人（平
成22年国勢調査）を擁する、北• 北海道の拠点都市である。
地形は海面上約 lllm の高原地帯で地勢は一般に平坦であり、上川盆地の中心部

に位置することから、典型的な内陸気候であり日中の寒暖差が大きく四季の変化に
富んでいる。また、有感地震や風水害等もごくまれである。
大雪山連峰などの山々に囲まれ、石狩川をはじめとする多くの河川が流れ、豊富
な水が米や野菜をはじめとする農産物の恵みを与えている。また、北•北海道の中
央に位置しているため 、日本海やオホーック海の魚介類が新鮮なまま運ばれて来る

など 魅力ある農畜産物、海産物などの食資源の集積地である。
また、 昭 和 4 7年には、日 本初の恒久的歩行者天国である「平和通 買物 公 園 」が整

備され、昭和 52年の 1 日当たりの延べ通行量が 36方人を越えるなど市内中心部の賑
わいを支えてきた。

さらには、旭川医科大学病院をはじめとする 5 つの総合病院と 25-2カ所の一般診
療所があり、平成24年における人口 10万人当たりの医師数 (364. 1 人）や病床数 (2,

120. 8床）は、全国平均（医師数： 237. 8 、病床数 1,237.7床）を大きく上回ってお
り、あわせて福祉関連施設も充実している。

現在、北• 北海道における拠点的都市としての役割を担いながら、上記のような

旭川市が有する地の利や地域資源などを生かし、様々な施策に取組んできている 。

C
‘ 【地域の現状と課題］

1) 人口減少と超高齢化の進展

旭川市の人口は、戦後以降、経済成長など ＇の要因により増加し続けていたが、昭
和 60年の 363; 631人（国勢調査）をヒ°一クに減少傾向に転じ、平成 22年調査時には 3
47,095 人にまで減少している。

将来人口については、国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、 2010年の ・

人口と比較し 2030年には約 2 割、 2040年には約 3 割の人口が減少すると報告さ，れて

いる。

また、旭川市における現在の「人口減少段階」は、老年人口が増加する「第 1 段

階」にあるが、 2025年頃に老齢人口が維持・微減する「第 2 段階」に入り ； しかも、
「第 2 段階」に入っても、なお高齢化率は上がり続け、 2040年には 43. 4% になると

の推計結果が出ている。
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総人口と高齢化の推移

ぅ号C> {

総人口 老年人口 高齢化率

（人） H22= 100 （人） (%) 

昭和 50年 (1975) 320,526 108. 3 20, 165 6. 3 

昭和 55年 (1980) 352,619 101. 6 26,003 7.4 

昭和 60年 (1985) 、 363,631 104.~ 32,683 9.0 

平成 2年 (1990) 359,071 '• 103. 5 41,618 11. 6 

平成 7年 (199.5) 360, 568ｷ 103. 9 53,211 14. 8 -

平成 l2年 (2000) 359,536 . 103. 6 65,866 18. 3 

平成 17年 (2005) 355,004 102. 3 78, 781 , 22.2 

平成 22年 (2010)
, 

347,095 100.0 91,937 26.5 

平成 32年 (2020) (推計） 322,296 92.9 115,022 35. 7 

平成 42年 (2030) (推計） 288,229 83.0 113,092 39.2 

平成 52年 (2040) (推計） 249,237 71. 8 108,164 43.4 

※ 昭和 55 年～平成 22 年値は国勢調査、平成 32~52年値は「国立社会保障・人口問

題研究所」による将来推計人口

1990年=100

250 

て
S -

so 

図 1 人口減少の段階（旭川市）

1995 2000 2005 2 010 2015 2020 20 25 2030 2035 2040 

,I 

年

2) 製造業の規模縮小

これまでの旭川市の製造業の構成は、食料品、繊維、家具などの生活関連型産業、木
材、紙・パルプ、金属製品などの基礎素材型産業、一般機械器具などの組立型産業の各
産業が一定程度の規模で立地しており、製造品出荷額等は平成 4 年のヒ°一ク時には 2, 9 

71. 7億円であった。しか し、これ以降の度重なる経済不況の影響を受け平成 2 3年は 1, 7 

67.3億円と約 4 割も減少している。
かつて、旭川市の主要産業であった「木材・木製品製臨業」及び「家具・装備品製造

業」は 、平成 4年にはそれぞれ約 2 70 億円の出荷額を誇っていたが、木材については道

内産の資源枯渇、家具については国内外の低価格商品の普及などにより現在はいずれも
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約 73億円と約 4 分の 1 にまで産業規模が縮小している。また、パルプ・紙・紙加工品製
造業及び金属製品製造業の落ち込みも著しじヽ。これらに伴い事業所数及び従業者数も同
様に大き＜減少した。

事業所数 従業者数 製造品出荷額等
F （事業所） （人） （億円）

H4 H23 H4 H23 H4 H23 

（対 H4) （対 H4)i ' (対 H4)

総数 748 405 18,084 8, 687- 2,971.7 1,767.3 

(54. 1) . (48. 0) (59.、 5)

食料品製造業 138 92 4,198 2,700 647. 2 483. 7 

(66. 7) (64. 3) (7 4. 7) 

木材・木製品製造 76 30 1,673 398 271. 8 73.9 

業 , (39. 5) (23. 8) (27. 2) 

家具・装備品製造 104 37 2,340 732 272.8 72.9 

業 (35. 6) (31. 3) (26. 7) 

パルプ・紙・ 19 8 1, 106 , 380 421. 8 290.3 

紙加工品製造業 (42. 1) (34. 4) (68. 8) 

金属製品製造業 99 62 1, 511 870 263.4 107.8 

(62. 6) (57. 6) (40 .. 9) 

その他 312 176 7,256 3,607 1,094.7 738. 7 

(56. 4) _ (49. 7) ヽ (67. 5) 

3) 高齢者の生活不安の解消や生きがいづくり

旭川市の高齢化率は、平成 2 6年 9月末現在で全国平均 (24. 1%) を上回る 29. 3% 

「 で推移し、また、一人暮らしの高齢者数は平成 12年国勢調査時では 10,697人だったの
~t::::=: が平成 22 年調査時には 18,053 人 1に増加し、介護を必要とする高齢者も平成 15 年度の

11,755 人から平成 25年度には 20,084人とこの 10 年間で約 7 割も増加している中、高
齢者が地域で孤立することなく、可能な限り住み慣れた地域でその有する能力に応じ
日常生活を営むことができるよう、高齢者のニーズに応じて、医療、介護、予防、住
まい、生活支援に関する適切なサービスを切れ目なく提供する「地域包括ケアシステ
ム」の確立を目指し、保健・医療・福祉の連携により、高齢者を包括的・継続的に支
援することが必要である。

このため、地域包括支援センターの専門職が連携して、地域における関係者のネッ
トワークを形成し、地域が抱える課題の解決を図ることが重要である。また、高齢者
が地域で生き生きと生活するためには、生きがいを持っで活動することが重要であり、
このためには高齢者の仕事・学習・趣味を通じた生きがいを実現する活動の拠点整備
や、幅広い世代の地域住民とのふれあいの機会の拡大などが必要である。
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【地域再生計 画 の数値目標〗

地域活性化に 向けた目標

旭川 市が持つ「医療機関の集積」 「 豊かな自然」「良質な食材の集積地 」 などの特性
や地域資源を最大限に活用した取組を実施し、地域活動や経済の活性化を図ることで地
域の 暮 らしと経済を支えるとともに、今後さらに加速していくと考えられ一る人口減少及
び高齢化に対応してい ＇くため、高齢者（シ Jレバー世代）をはじめ多くの世代の人々がよ
り充実した生活を送ることができる活力ある都市「北のプラチナシティあさひかわ」
の実現を目指す。

具体的には、地域再生に関する制度を活用しながら、以下の 3 つの 分野にお い て関連
事業を総合的に 実施してい<

1) 高齢者等の暮らしの安心づくりための環境整備

旭 川 市の中心市街地において「医療機関 の 集積 」「 買物 公 園※ 1 」 「 郊外からのアク

セスの良さ 」 などの特長を生かした高齢者が住みやすいまちづくりに向けて、住居の
整備をはじめ 、 医療 ・ 介護 ・ 学び．社会活動 ・ 癒やし（保養や健康の維持に有効な食
事）など様々な機能を取り入れた地域包括ケアシステムを先行モデル地区 （ 緑 が丘地

区）での成果を取り入れながら構築してい＜ことを目指す。
また、その居住のためのまちなか拠点として「 まちなかプラチナベ一ス （ 高 齢者が

生きが い をもって生活 ・ 活 動 する中 心 市街地の拠点エ リ ア ）」を整備し、高齢者等の

多様な生きがいや充実 し た生活を実現できる機能集積を図る。

また、これらにより中心市街地及び緑が丘地区における居住人口の増加による地域

の活性化を目指す。

※ 1 買物公園 ： 旭川 駅北側 に位団 し 、 ．昭和4 7 年に日本初の恒久的な歩行者天国と して 整備され、百 貨

店や多くの 小売店 、 飲食 店 等が集積 し て いる 。

【 目 標 1 】

緑 が丘地 区 地域 包括 ケ アシ ステム の日常生活圏域 として 想定 している ．

区 域 （ 緑 が丘中学校校 区 ）の住民基本 台 帳 人口
平成 2 6 年 1 0月 1 日 21,317 人

• 

平 成 3 1 年 1 0 月 1 日 21,0 4 1 人

［ 目 標 2 】

中 心市街地（旭川市中心市 街地活 性 化計画における計画 区域 内）の人 口
平成 2 6 年 9 月 末 9 , 6 4 1 人 → 平 成 3 1 年 9 月 末 1 0,465 人

I 

2) 地 域 の 資源や特性を活用し た取組による移住者、交流人口 の 拡大及び企業誘致

旭 川 市には、大雪 山 を源流とする石狩川 をはじめとする多くの川 やその水により育ま

れた豊かな緑などの雄大な自然があり、また、広大で肥沃な大地で生産される米や野菜
などの農産物、さらには、市内中心部には特色ある中心市街地や医療機関が集積してい
るなど、様々な地域資源や特性を有している。

今後は、食料の供給や短期的な観光客の受入れのみならず、北 • 北海道の食を広く発
信する施設の整備、親光振興、企業誘致など地域資源や特色を生かした様々な取組によ
り、大都市圏に集中する高齢者や癒しを求める人々の長期療養拠点、就労のための移住
先となり、旭川 市の定住人口及び交流人口の増加を図る。
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［目標 l]

年間の市内宿泊施設の宿泊延数
平成 25 年度 1, 149, 066泊→ 平成 31年度 1,210,000 泊

3) 「食」を軸にした地域産業の活性化

旭川市は、市内で生産されている「ゆめぴりか」をはじめとする良質でおいしい米や ＼
多品種の野菜などの地元農産物に加え、北北海道の沿岸の都市から海産物が新鮮なまま
届くなど、魅力ある食材の集積腿となっている。 9 

、 これらの優位性のある「食」を軸にした取組として、安心でおいしい付加価値の高い

食品の開発や、食のイベントを実施し、北北海道地域の食品の魅力の向上、国内外への
販路拡大、地域における起業等を推進するとともに、更には、食を通じた都市・農村交
流の推進も図るなど、 農業を含めた地域産業の活性化を図る。

~
 

..
 
,e 
ぐ

＂
｝

( 

【目標 1 】

食料品製造業に係る製造品出荷額等（工業統計調査）
平成 24 年 500.4億円→平成31年 558.2億円

(2) 目標を達成するために行う事業

【全体の概要】
目標の達成に向けては、前項の 3 つの分野に関する以下の事業を実施してい＜こととす

るが、これらの事業の実施による効果がより高まるよう、各事業を有機的に関連させると
ともに、旭川市が独自に実施する 』業により補完してい＜ものとする。

1) 高齢者等の暮らしの安心づ くりのための環境整備

地域包括ケアシステムの仕組を取り入れた「まちなかプラチナベ一ス 」 構想 の実現
を目指す中で、サービス付高齢者住宅等の整備の促進を図るとともに高齢者等の屋外
の歩行に係る安全性・快適性の確保のため キャノヒ°ー（天 落付 歩行空間）の整備 を行
う。

c{-

また、旭川医科大学のある地域において、コミュニティ施設の整備により、特色あ
る「地域包括ケアシステム」が構築 される先行的なモデル地区を形成する。さらに、
高齢者が生きがいを持っ＼ て暮らせるよう、高齢者が持つ知識や技術や技能を地域に生
かす取組を行う。

2) 地域資源や特性を活用した取組による移住者、交流人口の拡大及び企業誘致 I

旭川市において、交流人口の拡大に不可欠な基盤の一つである「旭川空港」に つ い
ては、現在、国内線では東京、名古屋（中部）、関西・大阪（季節運航）便、国際線
では台湾、韓国（季節運航）便、中国（北京、上海）便が定期路線として就航してい

． る。

今後も交流人口の増加に向け路線の拡大を目指すとともに、空港利用者を増加させ

るため、快滴で魅力ある空港とするための取組を行っていく。
併せて、地域観光の振興に向け、地域‘の資源や特性を生かしたイベントの開催をは
じめ、近年、増加している外国人観光客にとっ て、観光しやすい環境の整備を行う。
ま た、旭川市が都市圏に集中する高齢者や癒しを求める人々の移住や長期療養拠点と
なるよう、 旭川市や北北海道の新鮮 で 良質 な隈畜産物や魚介類 な ど の食材 、 医 療機 関
の 集積 、 雄大 な 自然な ど の地域資源 を組み 合せ、 グリーン ・ ツーリズムの 推進やス ト
レスケアツーリ ズム（癒や し） のコンテンツの 開発 と 商 品化を行う。
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さらには、自然災害が極めて少ない本地域の優位性を生かし、首都圏等からの企業
移転と多様な産業の集積に向け、地元企業の事業拡大や誘致企業の立地の受け皿とな
る産業用地の造成・分譲を行う。

3) 「食」を軸にした地域産業の活性化

旭川市の食の更なる魅力向上に向けた取組として、地域食材を活用した機能性食 品
の 開発に 取組む とともに、地域 の 農産品の 多用や食物アレルギー対応を 踏まえた 食事

メニュー （ 主食・ 主菜・副菜・ 汁物 ・ デザート ） の 試作 ・ 開発機能等を持つ給食セン

タ 一 を 整備 し、児 童生徒や高齢者 がおいしく安心して食べられる 食事 メニューの開 発
などを行う。

4) その他

旭川の地域再生計画に関わる医療・介護・福祉、観光、ヘルスケア、食品製造など

の様々な分野の創業者や創業して間もない企業への資金的な支援（出資）のため〈旭
川市、道北管内の金融機関、投資運用事業会社等で新たに地域ファンドを組成し、旭
川市の既存の産業支援施策と組み合わせることで、切れ目のない支援により食料品製
造業をはじめとする本計画に関連する産業分野の面」業や事業の拡大を支援する。

[

翌．

r
¥
 

【その他の事業】
複数事業と密接に関連させて効果を高める独自の取組
【高齢者等の；；； らしの 安心づくりのための環境整備 （ 緑 が丘 地 区 ） 】
① 独自の取組として実施する事業
イ地域包括ケアシステムの先行モデル地 区の 形成
事業概要：

地域包括ケアシステムを構築するためには、医療・介護や介護予防• 生活に関す
る支援や相談· 住まい•生きがいづくり等のサービスなどを一体的に受けられる環
境が必要であり、これらが既に揃っている地域は稀である。

中心市街地において、いち早く、また効果的に地域包括ケアシステムを構築して
いくため、 旭 川 医科大学周辺 に軽費老人ホーム、リハビリ施設、福祉専門学校等が
集積しているという優位性を生かし、これらが所在する「緑が丘地区」において、
各機関と地域住民との連携のもと、地域活動の活性化も図る 先行モデル地区の形成
に向け、今後の旭川市の地域包括ケアシステムの効果的な運用に資する地域包括支
援センター及び高齢者の生きがいづくりの機能を有する新たな 地域コミュ ニティ 施

設を平成 2 8年 度 から 整備 する。

実施主体： 旭川市

事業期間： 平成 28年度平成 29年度

② 独自の取組と密接に関連して実施する事業

ロ地域ネットワークの形成による共助・ ，協働の推進
事業概要・

多 くの地方都市が抱える、人口 減少 ・ 少子高 齢化、単身世帯 の 増加、地域 コミュ
ニテイの希薄化など様々 な課題は、旭川市においても同 様 である。

このような状況の中、将来にわたって高齢者や障害者、子どもなどの弱い立場の
人々をはじめとした全ての住民が地域で安心して、また生きがいを持って暮らせる、

-7 -



「地域主体」「市民主体」の持続可能なまちづくりが、今後においては必須となって
いる。

このため、緑が丘地区の地域包括ケアシステムの機能のうち生活支援を支える組

として、市民や市民団体、企業 · N PO 、行政などからなるネットワーク組織 を形
成し、緑が丘地区のコミュニティ施設を活動の拠点としながら「高 齢者の生きがいづ
くり」「高 齢者の見守り」「健康づくり」「地域防災」「交通安全」「バリアフリー化」
「除雪」などについての共助 ・ 協働 の手法の 検討や具体的な事業 を実施する。

実施主体： 旭川市、民間事業者

国の補助： 地域再生に資する共助の基盤づくり事業を想定

事業期間： 平成 2 7 年度～

＾

ん
―

(
'[-

【高齢者等の暮らしの安心づくりのための環境整備
① 独自の取組として実施する事業

イ まちなかプラチナベ一ス 構想 の 推進
事業概要：

中心市街地において、首都圏 からの高齢者 の 移住促進や優 良な住宅の確保 による

まちなか居住者 の拡大による定住人口の増加を図るため、「まちなかプラチナベー
ス」内で、高 齢者が安心 ・快適に、また、「生きがい」をもった生活ができ、「健康

な時期」「介護 を要する時期」「寝たきりの時期」など、個々の健康状態に応じた医
療・ 介護などのサーヒ｀スが提供できる包括ケア 体制を楠築 し，民間 事業者と連携 し
ながら「病院」べ「サービス付き高齢者向け住宅」「特別養護老人ホーム」「介護職員
の 教育施設」「生きがいづくりのための施設」などの集積 を図っていく。

（ 中心市街地 ）］

ぐ
｝｝

事業期間： 平成 27年度～平成 31年度

② 独自の取組と密接に関連して実施する事業
ロ 買物 公 園 キャノピー整備事業

事業概要：

“北のプラチナシティ＼ あさひ か わ ” の実現を目指す中で、地域包括ケアシステム
の先行モデル地区で培った地域包括ケアのソフト面の運用ノウハウを用いながら形
成する「まちなかプラチナベ一 ス」内に住む高齢者などの屋外での歩行 に係る安全
性 ・ 快適性等の確保 のた め、まちなかプラチナベ一ス内の買 物公 園 （歩行者専用道
路 ）において、 地域包括ケアシステムの 梢築 に 備 え 、雨や雪を気にせず安心して歩

行できる施設としてキャノピー （ 天 蒸付歩行空 間 ）の 整備 を行う。 ＼

実施主体： 旭川市

国の補助： 国土交通省所管の「社会資本整備総合交付金」を活用予定
事業期間： 平成切年度～平成 28年度

【地域資源や特性を活用した取組による移住者、交流人口の拡大】

① 独自の取組として実施する事業

イ 「 S O R A の駅 ＇」構想の推進
事業概要：

旭川市には、地元で生産された多種多様の農畜産物と北北海道の各都市との陸路の
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結節点という特性から日本海やオホ ー ック海から新鮮な魚介類が集まつてくる。

今後、こうした強みに加え雄大な自然や 「旭山 動物園」などの観光資源を組み合わ
せ、近年、増加しつつある航空機利用による海外からの観光客をはじめ、自家用車や

バス利用の観光客、近郊の住民及び市民に対して北北海道の 豊富 な食 資 源、 親光、文
化など 多 くの魅力を発信し、さらなる 観光 客等の増加による物産品等の販売 量 の拡大
と 交流人口の拡大を図ってい＜必要がある。

このため、 旭川 空港敷地内 の 土地を活 用 し、食の素材かも加工品までを幅広く販売
する物販店、地域の食素材の魅力を生かした飲食店、北北海道の観光情報などを提供
する情報発信機能、商談などが行える機能を有するなど、北北海道 の 食資源 のバザー
ルと 食 ビジネスにとっての国内 外への「ゲートゥェイ 」 となる 施設 として「 SORA

の 駅 」 を 整備 する。

実施主体 ： 旭 川 市

事業期間： 平成 2 7 年度～

C ②独自の取組と密接に関連して実施する事業
ロおもてなし観光推進費
事業概要 ：
観光客の受入体制を向上させ、滞在時間の増大と消費拡大を図るため、主要観

光スポッ ト について 、 乗降車バス停の周辺地図と時刻表をまとめたパンフレットを
作成し、観光案内所、宿泊施設等で配付、ホームページ上でも公開する。
また、観光看板を設置し、観光客の利便性向上を図るともに 、 観光看板にスマホ

を活用した Wi- _Fi スポットや飲食店の外国語メニュー 、 施設概要など情報提供機能
を付属させ、親光客により質の高 い 体験を促す。

実施主体： 旭川 市
国の補助 ： 国土交通省所管の「社会資本整備総合交付金 」 を活用予定
事業期間 ： 平成 2 7 年度～平成 3 1 年度

ぐ
ハメンタルヘルスケアツーリズム推進事業

事業概要：

地域の高齢者や首都圏企業の従業員に対し各種の保養プログラムを提供するた
め、旭川 医科大学の研究成果である 森林浴に よるストレス 軽減効果 を 実証し、商品化
を進める。

同時に北北海道の魅力ある「食」や旭川市の雄 大な 自然や 「旭山 動 物 園 」をはじめ

とする 「 観 光 ・体験」などの分野で「 癒やし 」に寄与するコンテンツの開発と商品化
を行い、 総合的な 「 癒やし、 」 親 光の先進地 を目指す。

実施主体 ： 旭 川 市

国の補助 ： 地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金を活用予定
事業期間 ： 平成 27年度～平成 3 1年度
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〖「食」を軸にした地域産業の活性化 〗
① 独自の取組として実施する事業
イ試作研究機能等を持つ給食センターの整備

＇ 事業概要：

旭川市における「食」を軸にした地域産業の活性化に向けた取組の一つとして、
今後、建替えを予定している「東旭川 学校給食共同調理所 」 に、通常の学校給食の
調理機能に加えて、 地元 牒 産 物 や抗 酸化機 能 を有す る 素材 を 多 用 す る学校給食や民
間事業者 によ る 活用 を想 定 し た 福祉施設等 への 宅配 向 け食事 メニュー 開発 のための

試作研究機能 等 を付加する。このため、平成 2 7 年度に当該施設の整備に必要な設

計業務を実施する。

実施主体 ＇ ： 旭川市
事業期間 ： 平成 2 7 年度～

ぐ

② 独自の取組と密接に関連して実施する事業

ロ 東旭 川 学校 給食 共 同 調理所改築既
事業概要 ：

東旭川学校給食共同調理所では、現在、小学校 6 校、中学校 3 ・ 校の給食を提供し
ているが、昭和 4 3 年 3 月に建設されてから 4 6 年を経過し、老朽化の進行ととも
に、施設設備の維持管理や衛生管理の水準確保に苦慮している状況であり、給食施
設の建替え茄喫緊の課題となっている。

このため、高い衛生水準を確保し ．、また，食物アレルギーなどにも適切に対応で

きる学校給食共同調理所の整備を基本としながら、これらの機能に加え 、学校給食

共同 調理所と地域住民や農業者等の 関係者とが 連携しなが ら地元農産物 の消 費 拡 大
や子どもの 食 育や栄 養 指導・ 相 談 な ど に 関 する 取組 のための 場 の 整備 、 炊 き 出し機
能によ る 災 害時の 備 えなど複 合 的 な 機 能 を持 つ 新 しい タ イ プの学校給食共同調理所
（地 域 の 食 の拠点施設 ） の 整備 を行う。

rci-

・ 実施主体： 旭川市

国の補助 ： 文部科学省所管の学校給食施設整備費補助金及び学校給食設備
整備費補助金を活用予定

事業期間 ： 平成2 7 年度～

ハあ さひかわ健康食 づく り推進事業

事業概要：

旭川市の地域資源の一つである食の魅力を最大限に活用し、付加価値が高く、

市場ニーズにより適した地場産品が求められているため、地元食品加工業者等と、
これを支援する旭川 食品産業支援センター、更には、食品素材抗酸化データベ一

スを作成、所有する抗酸化機能分析研究センター（旭川医科大学）が連携し、機

能性食品等の開発を行う。

実施主体 ： 民間事業者等 ＇

国の補助： 地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金を活用予定

、 事業期間： 平成 27年度～平成 3 1年度
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支援措置によらない独自の取組
［高齢者等の暮らしの安心づくりための環境整備］
イ地域を支えるシニア世代人材育成事業

事業概要：

少子高齢化社会が急速に進展する中、地域においてシニア世代の果たす役割がま
すます重要となっていることから、「旭川シニア大学」等での学びの成果を自身も
生きがいを持ちながら積極的に地域に生かせるよう、まちづ くりに貢献しようとす
る人材を育成するための環境を整備する。

実施主体： 旭川市

事業期間： 平成 2. 3 年度～平成 3 1 年度

('} 
ｷ, 令,,,.

c1
 

［地域資源や特性を活用した取組による移住者、交流人口の拡大】 ' 

イ冬期観光滞在促進事業

事業概要：

旭川の冬を代表するイベントの開催や旭川ならではの体験メニューを実施し、国
内外に広く情報発信することより、宿泊稼働率が低下する冬季の観光客誘致を進め、
滞在型観光の推進を図る。 わ

実施主 体： 旭川市
事業期間： 平成 2 7 年度～平成 3 1 年度

ログリーン ・ ツーリズム推進事業 ‘ 

事業概要

農業経営の安定的発展と農村地域の活性化のため、都市と農村の交流を通して、

都市住民の農業・農村体験ニーズヘの充足及び農業・農村べの理解を促進し、地元
農産物の需要拡大を図るとともに、農家自らが取り組むグリーン・ツ-リズム関連
ビジネスを育成・支援する。

実施主体： 旭川市
事業期間： 平成 2 2 年度～平成 3 1 年度

(4) 目標の達成状況に係る評価に関する事項
目標の達成状況にかかる評価の手法

設定した目標の達成状況及び進捗状況については、各指標の年度単位集計を行い、
事業の効果等について評価を行う。

評価結果を踏ま、 え、目標の効果的な実現に向けて必要な計画の見直しや変更を行う。

① 緑が丘地区地域包括ケアシステムの日常生活圏域として想定している区域（緑が

丘中学校校区）の住民基本台帳人口を指標とし、取組の実施による効果による減少

の緩和数を加算していく。

• 毎年 1 0 月 l 日現在の旭川市の住民基本台帳人口により把握
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② 中心市街地（旭川市中心市街地活性化計画における計画区域内）の人一 口を指標
とし、 1 年当たりの増加の目標数を加算

⇒ 毎年 10 月 1 日現在の旭川市の住民基本台帳人口により把握

③ 年間の市内宿泊施設の宿泊延数を指標とし、 1 年当たりの増加の目標数を加算
⇒ 市内の宿泊施設（ホテ Jレ・旅館）からの定期的な報告に基づ＜数値により把握

④ 社会動態の うち道外からの転入者数を指標とし 、 1 年当たりの増加の目標数を加 、
算

⇒ 毎年 10 月 1 日現在の旭川市の住民基本台帳人口により把握

⑤ 食料品製造業に係る製造品出荷額等を指標とし、 1 年当たりの増加の目標数を加
算 ＼

⇒ 毎年の工業統計調査の確報値により把握

c 6 考察
旭川市では、"北のプラチナシティ一" (誰もが多様な生きがいを見つける積雪都市）
を目指して、取組が進められていた。

都市生活のハブ（つながり、認め合い、生きがいの実現）を目指すとともに、まちな
か定住人口の増加、 交流人口（滞在者）の増加、食品製造出荷額の増加を実現するた
め、「健康」のハプ機能 、「 食」のハプ機能の 2 点に重点を置き、取組が行われていた。

r' 

{:' 
ｷ----ｷ 

「 健 康 」のハ ブ機 能 では、積雪寒冷地に築いた都市基盤を磨き上げ人々の活力にする

ため、 まちなかプラチナスベ一スの整備 （ 高 齢者の心の健康 づくり ・ まちなかの 居住の
さらなる促進 ） 、アクテイブ買物公 園 の 整備 （（ 仮称 ） パ一クレール、天蓋付歩行空 間 ）、
などをリーディングプランとして様々な取組が進められていた。

次に、「食」のハプ機能では、旭川空港を利用した（仮称 ） SO RA の 駅 （食の一 大

バザール），の 整備 、 北の 発酵 F OO D の 開 発（旭川医大、旭川 食 品産 業支 援 セン タ ー等
の支援）、研究開 発機能 等を 備 えた 給食センターの整備 などを中心として、自然の恵み、
大地の恵みを人々の活力とするため様々な事業が行われていた。

今後これらの事業が、どのように進んでいくのか、注視していきたい。

また、まちなかプラチナベ一スの整備（都市の中心部のへの高齢者住宅や医療・介護

施設の配置等）、より高齢者等が買物がしやすい環境の整備（アクテイブ買物公園・天

蓋付歩行空間）についても、今後の事業の推移を見守っていきたい。

現在、郡山市でも大町の土地区画整理や駅東口の整備が進められている。
今回行政調査を行った、旭川市の"北のプラチチナシティー"の発想等を取り入れ、

本市にカスタマイズして進めてい＜ことが必要である。
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社民党市議団会長挨拶

飛田義昭

旭川市総合政策部政策調整課
主幹北嶋ー雅氏

主査狩野大助氏

r応
｝

調査の様子

（飛田会長、八重樫幹事長、飯塚）

旭川市役所玄関にて

買物公園 旭川駅前北彩都病院
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E-mail 

旭川市総合政策部
政策調整課

主査

狩野大＇助
Karino Daisuke 

• し

〒 070-8525 旭川市6条通9丁目
TEL(Ol66)25!...5358 

,.ｷ 一 ・ ｷ ｷFAX(0166)23-8217 
、 --~ -
涵、，:,1 四

ぶ. E-m;,.il; 

キングベンギン

-14 -



北のプラチナシティ―“あさひかわ”を目指して一誰もが多様な生きがいを見つける積雪寒冷都市
【当市の強みと役割】
当市ぱ我が国最北に位置する拠点都市であると同時に，良質な食材の宝庫で，多くの医療機関が集積するなどの強みを持っている，
今回の提案では 当市が果たすべき次の3つの役割から積雪寒冷地という気候条件や旭川医科太学の研究テ一マなど地域の特性や資源を活かし
た取組を通じて， 少子高齢化に対応したモデルケ一スとなるまちづくりを追め～てい＜。
(1) 我が国の中で果たす役割（東京から見た旭川の視点） へ・

「 良質な食材」「医盟集積」「豊かな自然」を活かし，生きがいを求める高齢者や癒しを求める人々の療養や移住の受け皿に
(2) 地域の中で果たす役割（北•北海道から見た旭川の視点） • • -

「交通の拠点J 「食材の集散地」「産業支援機能」を活かし，北:北海道の塞を全国へ発信し，地域産業を底支え
(3) 中心市街地が果たす役割（郊外から見た中心市街地の視点） ’ 

「 買物公園」 「医療集積」 「郊外アクセスの良さ」吝活かし， 冬でも便利で快通直な移動手段や， 生きがい溢れる充実した生活を寒現
これらの役割を果たすためには，「都市機能の整備 9集積」と合わせて，経済の動脈である「地域産業の成長」を-イ本的に推進ずることが不可欠 ー

（※北海道産業襲争力強化戦略の取組の方向性に合致する。）
I 目標像】
進め方として，中心市街地での高齢者等の多様な生きがいの実現や，健康て安心な暮らしの提供l~~るまちなか居住の促進！ 観光客等への「食」 や

「観光」 の魅力を増すととも I ~ , 寒さが旨味を育む北 !北海道の農・畜•海産物を活用した健康食などの商品開発と販路拡大により産業の活性化を図る。
「健康」と「食」という2つのアプローチで，高齢者（シルバー世代）がより充実した生活ができる活力ぁる都市（プラチナシティ一）を実現したい。
また，今回の提案により ， 大型店出店が予定され，商店街の衰退が懸念される地方都市のモデルとしても先導的役割を果たぃたい。
f'お， 中 次其翠合升画 (28年度～）に今回の提 の考え方 ．反映させてい＜えであ ‘ 

現状分析(都市・地域の超高齢化・人口減少社会の実態等）
會当市の人口は349,3-'f cl人(H~5 . 9月末現在）で， 過去4年間で3,819人（約1:1%)も減少した。
t―方；中心市街地活性化基本計画に基づく子育て支援施設併設型住宅などまちなか居住の促進の取組みで， 中心市街地人口が18.5人CH~2 c--26)の増加。
また， 買物公園約1 kinに約~~oの屋台が軒を連ねる「北の恵み食ベマルシェ」の実施など来街者を増やす取組みが奏功し， H元年以来はじめて歩行者通行醤
が増加に転じた， . 
9 当市‘の忘齢化率は， rl:35年9月末現在で全道平均 ((35歳以上2~.7% ) を上回る?f.l.1%で推移しており，対応が急務である。
●医朕環境は， H24年I?月末における人口10万人当たり医師数が364.1 人で全国平均237.a.人↓ 全道平均23恥4人を大幅に上回る』同じく病床数も当市2,120.~床
, ( 全国平均1,237 .7床 ， 全道平均1.78G.7床）。旭川医科太学では，道産食材の機能性分析など健康づくりの取組が行われている。
ぃ製造品出荷頷で道内市中第7位と，人口規模に比べ低位。良質な素材を活用した売れる食品開発により付加価値を帯め，外貨を稼ぐ必要がある。

地域活性化に向けた目
會中心市街地の魅力と機能の向上によって ， まちなか居住の質・登が充実し，定住人口が増加する状態を目指す。
・中心市街地人口 ： H25年度9,679人→H0()年度10,3QO人
會当市を訪れる人々に豊かな自然や美味しくて健康的な食を提供し， 滞在者が増加する状態を目指す。
宿泊延数 ：• H24年度1 ,15g, 1 S9泊→H30年度 l,200,0QO泊
會北•北海道の食材を活用した加工食品や健康食などの開発と販売により， 1音菜が活性化する状態を目指す。
食料品製造出荷額H24年 1500,4億円→H30年550億円
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積雪寒冷地に築いた都市基盤を磨き上げ人々の活力に
i ●まちなかプラチナベ一スの整備

（高齢者の心の健康づくり）
（まちなか居住の更なる促進）

l云三□伽ニ
t雪

• の整備

省エネな住まいを提供
q J、

技術者Q~活用

♦アクティブ買物公園の整備
((仮称）パ一クレ~Jレ）
（天蓋付歩行空間）

• 渉ぎ＇の相乗効果
0稽雪寒冷地，高齢者対応ユニバーサル製品の開発

C 

技徊者0臼活用

健康食提供

♦｛仮称滋OR"の駅
食の一大バザー1収の整傭

」



《組み合わせて実施したい》

●まちなかプラチナベ一スの整備＇《生きがいづくり
買物公園周辺に以下の機能を持つ拠点を整備 ＇

； 仕事・学習・趣味を通じて高齢者に生きがいを提供
・シニアまちなかコンシェルジュ，シニアビジネスアドバイザーの設置
9質の高いサービスを提供する介護者養成の教育機関の設置

ｷ1 
I~叫康」＇ のハブ機能

介護の人材の供給 ギ・
（産業として自立できる所得水準の確保）

$ 

し．—=―-一→
シニアビジネスアド
バイザ-が助言等

シニアビジネスアドパイザーか
助言等（技循者〇巳の活用） 、 ら

- •• . --—-···· . 一....今

t:$_~ 発酵迎皿遷嵐 "."-..I
地元食材を活用した安全で美味 ．
しい食事の提供

〗ストレスケアツーリズムの推進
（プライマリーケア）

首都圏企業の従業員にストレスケアイ呆蓑プログラム楓供
高齢者等が長期滞在して保養プログラム実践 . 

医療機関との連携により健康食等も提供

中心部の住宅を首都圏の宮齢者などの 、1.
癒やしの長期滞在拠点に \ 

（高齢者の心の健康づくり）〉〉

•_ 

【銀座通l
医療機関が集中
- -—~ ——•——— I' 

げ下面i~1]
＂＇ ―← '"一',,.,.

［ニコ
"" """"""''. 

E介賤施設】

）積雪寒冷地型スマート
ハウスの整備
也中熱利用などで省エネ化

●まちなかプラチナベ一スの整備
《暮らしの安心づくり（まちなか居住の更なる促進）》

•サーピス付き高齢者住宅の建設促進. • • • • ••. 
・郊外一戸建て高齢者と共同住宅の子育て世代の住み替え，冬
季集住推進
・高齢者向け住宅，介護老人福祉施設，医療機関，憩いの場等
の一体的整備を推進

《実現したい》
0冬期間でも高齢者等が安心して出歩ける歩行空間
〇医療機関が集中する中心市街地で高齢者等が安心の生活 ] 
0高齢者が学び，仕事趣味など多様な生きがいを実践できる空間
0ストレスケアなど健康保養のため長期滞在ができる空間 まちなか定住人口の増加



《組み合わせて実施したい》

ìJ'[[-

《実現したい》
〇（仮称） S.tfRAの釈を起点に地元の「食」
が国内外に広く発信され，販売増とともに空
港利用客が増加

O地元の素材を活用した新商品開発や海外を
含む販路拡大が進み，製造業が活性化

0国内外の高齢者や癒やしを求める人々に豊か
な自然や美味しくて健康的な食を提供し，滞
在者が増加

交流人口（滞在者）の増加

食品製造坦荷額の増加



戸）
剛l市の門状と喋題Iターン希望者：魅力や仕事、生活コストふと、 巧らのイ支—

ロジに関する認識が不足
, uターン希望者：他都市と比較した本市の魅力の認知度が低
ぃ

ロ相談窓口、 情報サイト、サポート体制、お試し体験等の二--:
ズが高い

II 

' 

将
来
に
わ
た
り
暮
ら
し
や
す
い
エ
リ
ア
づ
く
り

口 農業・家具·木工製造業や物流拠点の特性造力をまちなか
- で生かしきれてない

空き家が増加しており、空き家の抑制に向けた住宅関連補
助の支援策や中高齢者が住みやすい住環境整備は十分で
はない

口 不動産関連事業者との連携や、 空き家賃貸の仕組みが必要

ロ 家具•木工製品等の産業が盛んなことに加えて、北方建築総
l こ＇ 合研究所や林産試験場などの研究機関が揃っている

ー

• 移住したい ● 分からない

移住したくない

僅康づくり ・ 介護予防に取り組んでいる
地域資源を用いたヘルスケアの開発が求めれられる中で、
活用可能な地域姿源が豊富であり、研究機関も多く存在する

ロ 年齢や男女で働き方のニーズが異なり、市内の就職マッチン
' グ率が低い

口
中心市街地の大型商業施設が閉店しており， 空き店舗・テナ
ントも増加している。 ヽ各種起業名空きテナント利用施策は揃っ
ているが提供窓口が異なる

寄り合いやサロンなどが地域や民間ベ一スで継続して行わ
れている。移住後，交流を求めているがきっかけが無い。

口
旭川空港、 JR旭川駅、旭川鷹栖IC, 旭川北IC、市内バスがあ

;, り市内へのアクセスが良好にも関わらず、交通機関の利便
性が悪いイメージを持たれている , 

ロ まちなかから北海道内主要都市へのバスが頻繁に運行され
-ｷ ており周遊しやすいが、あまり知られていない

※枠線：移住全般，白抜き：プラチナ

旭川出身者
(Uターン）

北海道出身者
(Jターン）

北海道外出身者
(Iクーン）
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方向性

■ 情報提供、サポート体制の強化
,' 移住希望者の属性{UIターン、年代、＇家族構
雀 成等）やタイミング仁応じた戦略的なサポート
ぎ』 体制 . -・
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介設裁用額の推移
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■ 就業のマッチング
中高齢者や人材不足が顕著な若年層店ど、
就労ニーズに応じた仕事のマッチング

■まちなかでの起業支援 • 
起菜から事業運営に至るまでのワンストップ
サホートV -• 多世代で多様な交流・活動機能の充実-
移住者地域多世代との交流の場づ<-りと
生きがいにつながる活動支援の充実

■• まちなか移動の利便性確保

~ 
・・ 中高齢者の安全・健康やまちなか移動の利

沙 便性に寄与する交通の充実 — 
担
1 __ ; ■道内観光のハブ拠点化
} 道外から市内への交通機関の充実および周
' 辺地域ぺのアクセスの良さをPRし、まちなか

を道内観光のハブ拠点としての活用―

"" ,o.o 
,,,_,,,..,., 夏亨曇 10万人）

■まちなかの販わいづくり
魅力に触れる機会まちなかでの移住体験，

． 交流拠点等，嘩ちなか」環境の創出
ヽ
‘
―

量 住みやすい居住環境の整備；
民間事業者や研究機関と連携したまちなか

．， の住みやすい居住環境づくりに向けた支援
策等

■ 住まいの官民連携スキームの構築
住まい（空き家を含む）の情報共有やマッチン
グを行う官民連携を促進

■地域包括ケアシステムとの連携

・旭川らしぃ健康づくり・ケアサービスーの開発
ま：ちなかの自然環境・地ー場産品を生かした介
護予防パ咽・健康づくりメニュ...,..'生涯学習やス
ポ...,..ツ等との連携

※下線無：移住全般，下線有：プうチナ

,c. 



札幌市行政調査報告
2018 年 5 月 17 日（木）

子どもの権利条例の制定経過と運用について

一子どもの貧困対策について 一

{cl 

1 調査目的

郡山市では、本年 (2 0 1 8 年．平成 3 0 年） 4 月より「郡山市子ども条例 」 を制
定し、施行している。

しかし、本市の条例は、「子どもの権利推進計画」の策定、「子どもの権利推進委

一 員会」や「救済委員会」の設置などについての記載がなく、理念条例となっている。
現在、全国的に子どもの貧困や虐待が問題となり、子どもたちの安心・安全な環境

の整備に向け、緊急の対策が求められている。

本市でもこれらの課題に対し、的確かつ速やかに対応するために、「子どもの権利

推進計画」の策定、「子どもの権利推進委員会」や 「救済委員会」の設置などが条文

に記載された総合条碗としてい＜ことが必要と考える。

そこで、北海道札幌市が、平成 2 1 年 4 月より「札幌市子どもの最善の利益を実現
するための権利条例」（総合条例）を制定し、施行していることを知り、条例制定ま
での経過や運用及び子どもの貧困対策について調査研究を行うこととした。

2 「札幌市子どもの最善の利益を実現するための権利条例」の取組経過

(1) 

(2) 

ヽ
ー

J
‘

ヽ
ヽ
ノ

3
.

4
 

(( 
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. ,} 

(5) 

平成 l 5 年 7 月 ・ ・・施政方針「さ っぽろ元気ビジョン」 発表

子どもの権利条例に取り組むことを明記
平成 17 年 4 月 ・・・ 「札幌市子どもの権利条例制定検討委員会」発足

2 5 人の委員で構成（高校生、公募の市民を含む）

平成 1 8 年 5 月に「最終答申書」
平成 1 .8 年 2 月…「札幌市子どもの権利条例子ども委員会」発足

小学生～高校生 (3 2 人）の委員…同年 7 月「子どもに大切な権利」等を提案
平成 1 8 年 7 月…条例案に対するパブリックコメントを実施
※市民の意見… 3, 5 0 4 人

賛否 が拮抗（学校関係者 より反対の意見 が 多 く出されたとのこと。）
（例・・・ 権利 ばかりでは？、わがままに育つのでは？ など）

平成 1 9 年 2 月 …「 札幌 市子どもの 権利に関する条例案」を議会へ提案

パブリックコメントに寄せられた意見などを踏まえて、条例案
を作成し提案したが、審議の結果、 賛成少数 で否 決 となる。

(6) 平成 1 9 年 2 月・・・ 施政方針 「さっ ぽろ元気ビジョン第 2 ステー，ジ 」 発表
子どもの権利条例の早期制定を目指す

(7) 平成 1 9 年 8 月 … 札幌市子どもの権利条例検討会議設置

救済制度も含め、条例全体について審議するため、検討会を設置

平成 2 0 年 2 月 1 日に、当初条例に対する修正の考え方と、新た
な救済機関設置に関する基本的な枠組みについて答申。

-1 -
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'(8) 平成 2 0 年 2 月・・・条例案に対する 2 回目のパブリックコメントを実施 (1 か月）
※ 3 3 8 人の市民より意見

(9) 平成 2' 0 年 5 月…「 札 幌市子 どもの 権利に 関 する 条例案 」 を 議 会 へ提案
第 2 回定例市議会に再度提案。

審議の結果、さらに慎重 な 審議 が必要 であると 継続審議 となる。

(10) 平成 2 0 年 1 1 月…条例案が第 3 回定例市議会で審議

名称を「 札 幌市子どもの 最善 の利 益 を 実現す る ための
権利条例 」と 修正 の上、 可決 (1 1 月 7 日）

(11) 平成 2 1 年 4 月… 「 札幌 市子どもの 最善の利益を 実現するための 権利条例 」 施行

※ 「札幌市子どもの 権利 救済機 関（子どもアシ ス トセンター）」 開設
• (平成 2 1 年 4 月 1 日）

0 組織体制 ・・・救済委員 2 名、調査員 3 名、相談員 7 名、事務局 4 名

〇開設時間…月曜日～金曜日 午前 1 0 時 0 0 分～午後 8 時 0 0 分

土曜日＇ 午前 1 0 時 0 0 分～午後'3 時 0 0 分
0 相談方法…子ども専用フリーダイアル、 メール、面談

＊メール… 2 4 時間受付（返信… 1 5 時以降に送付））
0 場 所…大通バスセンタービル 6 階（専用の部屋）
0 対 象・ ・・ 1 8 歳未満の子どもが対象（救済の申立・・・・子ども・保護者等）

0居住地…対象は市内在住の子ども
札幌市内の学校や施設に通っている（市内で発生）等

0相談・救済の申立の対象

・相談•• • いじめなどの深刻な権利侵害、家庭環境、進路等（様々な悩み）

、 • 救済・・・子どもの権利侵害からの個別救済に関する事項 (3 年）

3 子どもの権利の保障と検証

条例第 4 1 条 子どもの権利委員会の設置
「． 権利委員… 1 5 人以内（学識経験者、子ども…高校生を含む、9 市民等）
文•ぷ,,·

(1) 子どもの権利委員会の運営

権利条例に基づ＜附属機関として平成 21年 11 月に設置。 29年度は、第 4 期の委員
会 (28年 5 月,..__, 30年 5 月）として活動し、主に子どもの権利条例に関する取組状況

の検証等を実施。
【実績】

． 委 員数 ： 15名 （公募委員 6 名、うち 3 名が高 校 生）
• 分野：学識経験者、 学校関係者、 PTA 関係者、児童福祉関係者、地域関係者

・開催回数： 3 回 (29年度）

(2) 第 2 次子どもの権利に関する推進計画
権利条例第 46条に基づき、家庭、学校．施設、地域における子どもの権利の保障

を進めるための具体的な取組を定める計画を策定。計画の評価・検証は、「札幌市
子どもの権利委員会 」 で実施。

【計画期間】 ( 

27 年度,...__, 31年度 (5 年間）
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【基本理念】

「子どもの権利を尊重し、安心できる環境の中で、自立性と社会性を育むまちの実
現」

［基本目標】

1 . 子どもの権利を大切にする意識の向上

2. 子どもの意見表明・参加の促進

3. 子どもを受け止め ； 育む環境づくり

4. 子どもの権利の侵害からの救済

4
 

~i 

c
c芦

り

取組状況（主なもの）

基本目標 1 子どもの権利を大切にする意識の向上

(1) 「札幌市人権教育フォーラム」の開催ー

（幼稚園・小・中 、・高・中等教育学校の校長・教頭・教諭）
今日的な人権課題に関する理解を深めるため、「アイヌ文化の発信」、「学校
で配慮と支援が必要な LGBT の子どもたち」「障がい者スポ一ツと人権」のテ
一マでの講演及び研究推進校20 校の実践発表を基に、参加者同士が自校の取
組等を話し合い、子どもが自他の権利を考える授業のあり方や具体的な進め方

\ などについての理解を深めた。

基本目標 2 子どもの意見表明・参加の促進
・ (1) 市政における子どもの意見の反映

① 子ども議会 (13 年度より実施）

市政に関するテーマについて、話し合いや勉強会を行い、札幌のまちづくりに
ついての提案事項をまとめている。本会議では、子ども議員が議場で提案を発表
し、市長等がこれに対して答弁。

② 「意見募集ハガキ」 ('24 年度より実施）

子どもが市政について、気軽に提案や意見を言うことができるよう、返信用

ハガキを添付した資料を作成し、学校や公共施設に配布した。
子どもから寄せられた提案・意見の概要やそれに対する札幌市の見解を、子
どもの権利のホームページや広報紙に掲載している。

基本目標 3 子どもを受け止め、育む環境づくり
(1) 子どもの貧困対策の取組

子どもがその生まれ育った環境などに左右されることなく、毎日を安心して過ご

しながら、夢と希望をもって成長してい＜ことができる社会の実現を目指し、子ど
もの 貧 困対策に関する施策を総合的がつ計画的に推進するため、平成 30 年 3 月に
「札幌市子どもの貧困対策計画」 (30 年度 ~34 年度）を策定した。
この計画では、第ーに子どもに視点を置いて、権利条例で定める安心して生き

る権利や豊かに育つ権利など、 4 つの権利の趣旨を踏まえ、取組を進めてい＜こと

としている 。

計画策定に向けては、庁内横断的な「子どもの権利総合推進本部会議」及び「子
ども・子育て会議」など審議会の意見等を踏まえ、検討を行った。
また、計画案について、パブリックコメントを実施し、広く市民から意見を募集す

るとともに、キッズコメントとして子どもの意見募集用小冊子を小中学校や児童会

館などに配布し、子どもからの意見も募集した。
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(2) 子どもの居場所づくり

① 放課後の居場所づくり

C) 

r
>
]-

【児童会館 l

児童の放課後の生活を豊かにし、異年齢集団での遊びを通した地域における児

童 の交流を深めることを目的としており、現在は 10 6 館整備している。小学校の

改築等に併せて既存の児童会館やミニ児童会館を小学校と複合化した児童会館と
して再整備を進めており、平成 29 年 4 月には二条小学校と複合化した「二条はる
にれ児童会館」を開設した。
【ミニ児童会館】

校区内に児童会館がない小学校の児童の放課後の居場所を確保するため、当該

小学校の余裕教室等を活用したミニ児童会館を設置しており、平成 29 年度までに 9
7館を整備した。

② 学びの環境づくり (24 年度より実施）

不登校児童生徒の受け皿として、学習支援や体験活動など、子どもの学びの環境の
充実を図っているフリースクール等民間施設に対し、事業補助による支援を実施した。

［実績】

補助団体数… 8 団体

補助額合計・・・ 15,043 千円 (29 年度交付額）

内 容…配置職員の充実に係る費用、教材教具の整備、体験学習など活動の充

実に係る経貴の 一 部

③ 「子ども食堂など地域の子どもの居場所づくり」の推進 (29 年度より実施）
札幌市内における「子ども食堂など地域の子どもの居場所づくり」について、実
態を把握ず るため、 29 年度に子ども食堂などの運営団体及び地域へのアンケート調
査を実施した。

また、この調査に基づき・ガイドブックを作成し、子どもの居場所の利用や開設に
向けた活動紹介や情報提供を進めた。

基本目標 4 子どもの権利の侵害からの救済
(1) 子どもの 権利 救済機関 （子どもアシストセン タ ー）の 運営状況

権利条例第 33 条に基づく子どもの権利の侵害からの救済機関であり、「子どもの

最善の利益」を判断の基準に、子どもが自らの力で次のステップを踏むことができ
るよう支援することを基本姿勢として、相談への対応、申立てに基づ＜救済活動等

を行っている。

① 子どもアシストセンターの概要

【目的】

権利条例第 33 条に基づき、権利の侵害を受けた子どもに対して、迅速で適切な

救済を図ること。

【特徴】

．権利侵害に限らず幅広く相談を受ける。
・相談の延長としての調整活動、救済の申立て ・ 自己発意に基づく調査・調整勧

告等を行うことができる。

・ 通話料のかからない子ども専用電話を設置している。

·E メールによる相談を導入している。
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② 相談活動の実績

29 年度の相談件数は、実件数943 件、延べ件数 3,299 件であり、前年度比では、

実件数で 1. 3. 2% 増、延べ件数で 6 . 2% 減であった。

なお、この件数の中には、相談者に他機関を紹介したものや、相談者の同意を得て
学校や関係機関などに働きかけるなど調整活動を行った件数も含まれている。

［相談実績[ P. 2 再掲 l 】

年度 213, 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度

実件数 1,035 件 1,046 件 1,000 件 833 件 943 件

(13.5% 減） (1. 1 %増） (4. 4% 減） (16.7.,% 減） (13.2% 増）

延べ件数 3,247 件 3, 713 件 4,074 件 3,515 件 3,299 件

(17. 3% 減） (14.4% 増） (9. 7% 増） (13. 7% 減） (6. 2% 減）

{• 

.
4
 .. 

r
>i- （）は前年度比

~

-
} 

5 札幌市子どもの貧困対策計画（平成 3 0 年,-...., 3 4 年度）

(1) 計画策定の趣旨
厚生労働省が発表した国民生活基礎調査による子どもの貧困率は、平成 27 年の数値

で 13. 9% と、およそ 7 人に 1 人の子どもが平均的な所得の半分に満たない世帯で暮ら一
＼ していることが確認された。今や、子どもの貧困は大きな社会問題として認識されて
いる。 . 

札幌市が実施した子どもやその家族の生活状況等に関する 実態調査からは、因難を
抱えている世帯において、心身の健康や周囲との人間関係、学習環境など様々な点で

課題を抱えていることが確認された。 , 

「札幌市子どもの貧困対策計画」は、子どもの将来がその生まれ育った環境によって
左右されることのないよう、困難を抱えている子どもとその家族への支援に全力で取
り組んでいくための出発点となるものである。

今後は、この計画を基に、すべての子どもが毎日を安心して過ごしながら、夢と希

望をもって成長してい＜ことができる社会の実現に向けて、市民の皆様とともに全力

で取り組んでいく。

(2) 計画の位置づけ . 

この計画は、法令、大綱及び北海道が策定した計画を踏まえつつ、札幌市のまちづ＜
｀ りの基本指針である「札幌市まちづくり戦略ビジョン」の基本的な方向性に沿った個別

計画の一つとして策定する。
子どもの貧困対策の取組の観点は、子どもが安心して自分らしく生き、豊かに育ち、

参加するという包括的な権利の実現・確保を規定した「札幌市子どもの最善の利益を 実

現するための権利条例」（以下「子どもの権利条例」という。）を踏まえるとともに、

多岐にわたる分野と関連があることから、「新 ・さっぽろ子ども未来プラン」や「札幌
市ひとり親家庭等自立促進計画」をはじめとする各分野の個別計画とも考え方や方向性、
施策などについて、相互に整合性を図っていく。
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総合計画

札幌市まちづくり戦略ビジョン
（計画期間 平成25年度～平成34年度）

子どもの貧困対策の推進に関する法律
子供の貧困対策に関する大綱

甘子どもの権利条例

北海道子どもの貧困対策推進計画

ビ~
三
クションプラン2
（平成27年度～平成31 年度）

趣旨を踏まえる

戦略ビジョンの 1 個 l 札幌市子どもの貧困対策計画
基本的な方向性

（計画期間 平成30年度～平成34年度）

に沿って策定
・別 関連する主な計画

新・さっぽろ子ども未来プラン

苦ti
札幌市ひとり親家庭等自立促進計画

ロ 第2次札幌市児童相談体制強化プラン
札幌市教育振興基本計画

画 l 札幌市地域福祉社会計画2018
健康さっぽろ21 (第2次） など

C 
(3) 札幌市における子どもの貧困の状況・課題

実態調査などを通じて確認された困難を抱えている世帯の状況を踏まえ、札幌市に
おける子どもの貧困に関する課題について、以下のとおり整理した。

＜課題 1 >相談・支援における課題

実態調査では、困難を抱えていると考えられる世帯ほど、子どもや保護者自身の悩み
について相談する人がいない、子育てに関する制度やサーヒ｀ス、相談窓口を知らないな
ど、社会的孤立の傾向にあることが確認されている。
また、困難を抱えていてもその様子を周囲に見せない、あるいは見た目には他の世帯
と変わらない場合も多く、外から気づ＜ことの難しさがある一方、支援が必要な世帯の
中には、 ＇ 相談窓口への行きづらさを感じて相談に行くことができない世帯もあるという

r
・一

ことが指摘されている。

こうしたことから、困難を抱える子ども．世帯を早期に把握し、必要な支援につなげ
ることができるよう、相談支援体制の充実・強化とともに、支援策の情報を確実に届け
るための広報の充実が必要となる。

＜課題 2-> 子どもの育ちと学びにおける課題

［乳幼児期の子育てにおける課題】
乳幼児期は、基本的な生活習慣の形成などにあたって特に重要な時期となり、この

時期の子育てには、周囲からの様々なフォローが望まれる。

しかしながら、実態調査では、困難を抱えている世帯において、核家族化の進展に
より子育ての負担が増す中、周囲からの協力が得られず、子育ての不安を一人で抱え

込むケ一スが増えていることが指摘されている。

こうしたことから、健診や医療など、乳幼児期の子どもの健やかな成長を支える取
組とともに、子育て世帯の不安を解消する相談支援の充実や、保護者のニーズに応じ
た、安心して子どもを預けることができる環境の整備等が必要となる。

【子どもの学びにおける課題】

実態調査では、困難を抱えている世帯において、自分で使うことができる子ども部
屋や自分専用の勉強机を保有していないなど、学習環境が十分に整っていなかったり
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学校以外での勉強時間が少ない傾向が見ら・ れるほか、学習の理解度についても、低い
傾向が見られる。

こうしたことから、学校教育はもとより、学習意欲の向上にも寄与する様々な学習

機会の提供や、子どもが安心して学ぶための相談支援体制の充実が必要となる。

〖子どもの居場所・体験における課題】

実態調査では、教育や進路のことを親に相談できない子どもや、家庭や学校に居場
所がないという感覚から、不登校になったり、インターネットカフェに通ったりする
子どもの存在が指摘されており、地域で子どもを見守り、育てる仕組みづくりを求め
る意見があげられている 。
また、困 難 を抱 えている世帯では、夕 食 を一人で食 べる 「 孤 食 」 の状況にある子ど

もが見られ、 家庭的な料理を知らないといった 事例も指摘 されており 、 こうした子ど
もたちの成長 のためには 、 家庭や学校以外でモデルとなる大人と関 わ る 機 会が大りJ で
あるという意見もあげられて い る。
こうしたことから 、 家庭や学校以外で 、 子どもが安心し て過ごす こ と ができる地域

の居場所づくりや 、 子どもの成長に寄与する多様 な学びや体験 活動 の支援が必要 とな
る。

~} 

＜課題 3 >若者の社会的自立における課題
実態調査では、困難を抱えている世帯において、大学への進学希望が低く、教育を受
けさせるためのお金の準備についても、目処がついていない、もしくは奨学金を利用す
る予定という世帯の割合が高いことが確認されている。その一方で、若者への調査では、
奨学金の返済が負担になっている傾向が見られる。
併せて、経済的な要因により進学を諦めている事例のほか、身近に適切なモデルがい
ないため、進学や就職に対するイメージが持てない、授業料免除や奨学金の制度がある
ことを知らなかったという事例も指摘されている。 l 

また、義務教育を終えた高校・若者期は、価値観や生活形態が多様化する現代におい
て、自立に向げて様々な課題と向き合う年齢段階であり、進路相談や就労支援など、社
会的自立に向けた支援が重要であるという意見もあげられている。
こうしたことから、若者の進学・就労等の希望の実現に向けて、進路支援や就労支援、

困難を抱える若者への相談支援等、 ， 若者の社会的自立に向けた支援が必要となる。

＜課題 4> 生活基盤の確保における課題
実態調査では、 ヽ・ 家計の状況が「ぎりぎり」または「赤字」と回答した世帯が 6 割に上

る中、世帯の状況によって教育資金の準備状況に差が生じるなど、世帯の経済状況が子
どもに影響を与えていることが確認されている。

また、保護者が就労できないことにより困難を抱える世帯がある一方、］呆護者が仕事
をしているにも関わらず収入が少ない世帯もあり、特に非正規雇用の割合が高い母子家
庭において、その傾向が強いということも指摘されている。 i 

こうしたことから、世帯の暮らし向きの安定に向けて、保護者への就労支援や、生活
基盤を確保するための経済的な支援が必要となる。

＜課題 5> 特に配慮を要する世帯への支援における課題
実態調査では、児童養護施設に入所している子どもは、施設の退所と同時に自立を余

儀なくされることから、退所後の生活や進学等への支援が重要であるという意見があげ

られている。

また、ひとり親家庭については、経済的に苦しい世帯が多く、子育てに加えてダブル
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ワーク・トリプルワークをしているという事例が指摘されるなど、様々な困難を抱えや

すい傾向が示されている。
このほか、生活保護世帯• 生活困窮世帯においては、日常生活や子どもの進学等の様

々な場面で、困難や制約を受けていることが示されている 。
こうしたことから、社会的養護を必要とする子どもやひとり親家庭、生活困窮世帯な

ど、特に配慮を要する子ども．世帯に対して、生活状況等に応じたきめ細かな支援が必
要となる。

(4) 札 幌市の子どもの 貧困 対策
困難を抱える世帯の課題などを踏まえ、本計画における基本理念、「子どもの貧困」

のとらえ方、計画の対象、施策の体系を次のように定めている。

rｷ ・ ；
ｷ, 婦,.·· ·'

/
げ

1 基本理念

すべての子どもは、可能性に満ちたかけがえのない存在であり、自分らしく、豊か
に成長し、発達してい＜権ぐ利が認められている。
札幌市では、第ーに子どもの視点に立って、困難を抱えている子どもとその保護者

が必要な支援に結びつくための体制を整えるとともに、子どもの成長における諸段階
に応じた切れ目のない支援を展開し、併せて保護者への必要な支援を実施することな
どによって、子どもがその生まれ育った環境などに左右されることなく、毎日を安心
して過ごしながら、夢と希望をもって成長してい＜ことができる社会の実現を目指す。

2 「子どもの貧困」のとらえ方
この計画では、「子どもの貧困」を「主に経済的な問題を要因として、子どもが生

まれ育つ環境に様々な困難が生じることにより、心身の健康や周囲との人間関係、学
習環境など、発達の諸段階において様々な不利や制約と結びつ・ き、子どもの成長や将
来的な自立に困難な影響を及ぼしている状態」ととらえる。

3 計画の対象 ＇

この計画では、対象を、「子どもの貧困」の状態にある子ども・若者とその家族とす

ることを基本とする。

なお、ここでの子ども・若者は、生まれる前の妊娠期から、社会的自立へ移行する年
齢層として、概ね 20 歳代前半までの年齢とする。

4 施策の体系
実態調査から確認された困難を抱える子ども．世帯の状況や課題を踏まえ、今後 5

年間で取り組む 5 つの基本施策と、関連する 1 1 の施策を設定した。

様々な支援策は、実際に支援を必要とする子どもや世帯にしつかりと届き、利用さ
れることが重要である。

そのため、基本施策 1 「困難を抱える子ども．世帯を早期に把握し、必要な支援に

つなげる取組の推進」を、子どもの貧困対策を進めるうえで基礎となる、特に推進す
るべき施策と位置づけたうえで、各種支楓策のさらなる充実に向けて取り組む。

基本施策 1 困難を抱える子ども．世帯を早期に把握し、必要な支援につなげる取組の

推進

施策 1-1 気づき、働きかけによる相談支援体制の充実
施策 1-2 地域や関係機関・団体との連携による支援体制の推進
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基本施策 2 子どもの育ちと学びを支える取組の推進
施策 2 - 1 乳幼児期の子どもの育ちと子育ての支援

施策 2 - 2 子どもの学びの支援

施策 2 - 3 子どもの居場所づくり・体験活動の支援

基本施策 3 困難を抱える若者を支える取組の推進
施策 3 - 1 社会的自立に向けた支援

基本施策 4 保護者の就労や生活基盤の確保
施策 4 - 1 保護者の自立。就労の支援
施策 4-2 生活基盤の確保に向けた支援

基本施策 5 特に配慮を要する子ども．世帯を支える取組の推進

施策 5 - 1 社会的養護を必要とする子どもへの支援

施策 5 -·2 ひとり親家庭への支援

施策 5 -:-3 生活保護世帯• 生活困窮世帯への支援

（具体例）

施 策 2 ー 3 子どもの居場所づくり ・ 体験活動 の支援
（施策の方向性）
保護者が就労などで不在となる家庭の子どもをはじめ、すべての子どもが安心して放

課後等を過こ‘すことができるよう、子どもの居場所づくりを推進する。

また、子どもたちが健やかに成長するために、遊びや体験活動はなくてはならない大
切なものである。子どもの自主性、創造性、協調性を育む多様な＇学びや体験・交流活動
の支援を行う。

取組 （ 子 ど も の 居場所づくりの推進 ）
地域や NPO などが主体となって実施している子ども食堂や学習支援などの取組は、

子どもの居場所の提供に加えて、多世代交流などの多様な機能を併せ持つものであり、
さらなる広がりが期待される。

ぐ このような取組を通じた、地域で子どもが安心して過ごすことができ、生活習慣や学
'-J ゴ 習習慣などの習得にも寄与する居場所づくりの推進を図ることができるよう、効果的な

支援のあり方を検討する。

また 、子どもの放課後の居場所である児童会館やミニ児童会館においては、遊びや体
験活動等の様々な活動を通じた子どもの健全育成を図るとともに、既存の児童会館・ミ

二児童会館を、小学校などと併設した児童会館として再整備を進める。さらに、民間児
童育成会等とも連携を図りながら、子どもの居場所の充実を図る。

地域における子どもの居

場所づくりの推進に向け
た取組

【 新規 】

子ども 食堂 など、 地 域 における子どもの居 場所 の運営状況

や地域ニーズの調査に基づき作成したガイドプッ クを活用

して、利用や開設に向けた活動紹介や情報提供を進めると

ともに、広く利用や参加、 一 支援の機運醸成を図る。
また、子どもにとって身近で、安心できる地域における居
場所づくりの推進に向けた効果的な支援策を検討する。
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既存の児童会館及びミニ児童会館（放課後子ども館を含

新型児童会館整備 1 む。）を、小学校（必要に応じ、まちづくりセンターや地
【 拡充 ］ 区会館など地域のまちづくり活動施設）と併設した児童会

館として再整備を進める。

~
 

(5) 計画を推進するための実施体制

子どもの貧困に関わる有識者などからなる会議において、本計画に基づく施策の取組

状況や効果等を検証し、必要に応じて施策の充実や見直しを図っていく。
また、札幌市が子どもの貧困対策を進めるうえで、関係部局がそれぞれ子どもの貧困

対策の視点を持ち、かつそれらを横断的につなげてい＜推進体制が重要となる。
そのため、 子どもの 貧 困対策を 専門に担当する「子どもの＜らし支援 担当 課 」 を平成

30 年 度 から新たに設 置 し、子どもの貧困に関わる施策の推進や、部局間の連携の促進

などに取り組む。

さらに、子ども施策を一元的に担う 子ども末来局 をはじめ、福祉や教育などの関係部
局で構成する「 札 幌市子どもの 権利 総合推進本部 」 によって、 関係部局が一丸となって

子どもの貧困対策に取り組んでいく。

く計画の推進体制＞

【札幌市の実施体制】 【評価・検証体制】
＇ヽ

.-————————————————————————————————————————-.. l札幌市子どもの権利総合推紅部 l 

I I 子ども未来局をはじめ、福祉や教育など
、の関係部局で構成

, *ｷ 
~

} 

r-----------.,.------------------------—一呵

I'':;;  • • < ,,j- . l 

I 学識経験者や専門家などの関係者で 1 

！構成 1 

ニ―――――:---------------- ___________ _: . 
,、a見 ， ・

~---------------------------------------」
子どもの＜らし支援担当課【新設】

I I 
・子どもの貧困に関わる施策の推進
・部局間の連携の促進

連携

r, 
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6 考察

札幌市では、子どもの権利条例の制定後、条例に従って、「子どもの権利に関する推
進計画」を策定するとともに、子どもの権利救済機関（子どもアシストセンター）を設

置し、面談、相談、メール等により、子どもの権利相談などを実施するとともに、子ど

もの権利侵害に対して、迅速かつ道切な救済を図るよう対応してきている。
また、計画の推進に当たっては、子どもの権利委員会が権利条例第 46条に基づき、家

庭、学校・施設、地域における子どもの権利の保障を進める、ための具体的な取組を定め
る計画を策定するとともに、計画の評価・検証を行ってきている。

C 

c
 

また、子どもの貧困対策については、子どもがその生まれ育った環境などに左右され

ることなく、毎日を安心して過ごしながら、夢と希望をもって成長してい＜ことができ
る社会の実現を目指し、子どもの貧困対策に関する施策を総合的かつ計画的に推進する

ため、「札幌市子どもの貧困対策計画J (30 ~ 年度,..__, 34 年度）を策定し進めてきている。

さらに、子どもの貧困に関わる有識者などからなる会議において、施策の取組状況や
効果等を検証し、必要に応じて施策の充実や見直しを図ってい＜こととしている。

さらには、札幌市が子どもの貧困対策を進めるうえで、関係部局がそれぞれ子どもの
貧困対策の視点を持ち、かつそれ^ らを横断的につなげてい＜推進体制が重要となること
から、 子どもの貧困対策を専門に担当する「子どもの＜らし支援担当課」を平成 30 年‘
度から新 たに設置 し、子どもの貧困に関わる施策の推進や、部局間の連携の促進などに
取り組むとともに、子ども施策を一元的に担う 子ども 未来 局 をはじめ、福祉や教育など
の関係部局で構成する「札 幌 市子どもの権利総合推進本部」 によって、 関係部局が一丸
となって 子 どもの貧困対策に取り組んでい＜こととして い る。

振り返って郡山市は、本年 3 月に子ども条例が策定され、 4 月より施行されている。
北広島市の報告でも指摘したが、本市の条例は理念条例であり、推進計画、推進委員

会、救済委員会が明記されていない。従って、平成 2 7 年 3 月に策定された「郡山市二

コニコ子ども・子育てプラン」をもとに施策を進めてきている。しかし、この計画は平
成 2 6 年 1 月から施行された「子どもの貧困対策の推進に関する法律」への対応が十分
でないところがあり、速やかな対応が求められるところである。

子ども条例は、本年 3 月に制定されたばかりではあるが、推進計画の策定、推進委員

会並びに救済機関等の設置、また子どもの貧困等への対応など、早急に取り組まなけれ
ばならない課題等が残されている。

今回行政調査を行った、「札幌市子どもの最善の利益を実現するための権利条例」及

び「札幌市子どもの貧困対策計画」等を参考に検討を進めてい＜必要がある。
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7. , 調査の様子

rr
 

~[t 

札幌市子ども未来局子ども育成部
子どもの権利推進課長 辻岡 博之氏

調査の様子

（飛田会長、八重樫幹事長、飯塚）

子どもの権利救済機関

（「 子どもアシ ス ト セン タ ー 」）

札幌市子ども未来局子ども育成部

子どもの権利推進課

子どもの＜らし支援担当課長

小野寺美佳氏 ｀

調査の様子

（飛田会長、八重樫幹事長）

「子どもアシストセンター」前にて
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8
 
名 刺

札幌市子ども未来局
子ども育成部 子ども, ;の権利推進課

課 長 rｷ 辻 岡 博 之

札幌市子ども未来局子ども育成部
子どもの権利推進課

'r 060-'0051 札幌市中央区南 1 条東 1 丁目
・ ・ 大通バスセンタ ビル 1 号館 3 階

誓瓜!1孟~-0~1)211-2943

子どもの権利推進担当係長

市 ・ 川 渉

〒060-0051 札幌市中央区南 1条束1 丁目
大通バスセンタービル1号館3階
電· 話 (011) 2 11 -2 9 4 2 
FAX 011) 2 1.1 -2 9 4 3 

E-mail: 

'ｷ. 

r iヽ
冤ャ‘• .. --............... ｷ----ｷ-ｷ. -ｷｷ... .. 

札幌市子ども未来局
子ども育成部 子どもの権利推進課

。子どもの＜らし支援担当課長

小野寺美佳
〒060-0051 札幌市中央区南1 条東1 丁目

大通バスセンターピル1号館3F
Tel011-211-2947 Fax01、 1~211-2943
E-mail: 

札幌市子ども未来局
子ども育成部子どもの＜らし支援担当課

t 子どもの（らし支援担当係長

~

} 札幌市子どもの権利救済事務局

次 長

辻岡 博之

〒060-005-1 札幌市中央区南 1条東 1 丁目
大通バスセンターピル 1号館 6 階

. TEL 011-211-2946 

奥 田

E-mail: 

義 之

〒060-0051 札幌市中央区南 1条束1丁目
大通パスセンターピル1号館3階
TEL (011)211-2947 
FAX (0 11) 2 11 -2 9 4 3 

札幌市子ども未来局
子どもの権利救済事務局

調整担当係長

ち
智

砂
河

富
｛

〒060-0051 札幌市中央区南 1 条東 1丁目
大適バスセンタービ）レ 1 号館 6 階 , 

、 TEL 011-211-2946 FAX 011-211-2948 
E-ma i I : kodomo.assist@city.sapporo.jp 

. I 
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子ともの参加を進める
子ともも市民の一員です。 「子どものことは
子どもに聞いてみる」だめに、子ともの参加や
意見表明の機会づくりに取り組んでいます。
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いじめや虐待をなくすこと、もしあった場合

はすぐに助けることが大切です。 ノ
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百べての子ともが、 自分らしく豊かに成長し

ていくだめ、生まれながらにもっている基本的
な権利（基本的人権）です。

子ともは可能性に満ちだかけがえのない存在

であるとともに、弱く末熟で、これから大人へ
と成長してい＜存在です。

子どもを、ひとりの人間（権利の主体）とし
て尊重するとともに、大切に守り、育む（保護
言る）というバランスが大切で百。

~ 翡 '. , :~:,-.) 
（条例では、子どもの権利を大きく 4つに分けて説明しています。）
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"~ 参加する権利
。かけがえのない自分を大切にすること
。 一人の人間として尊重されること
。自由に思いや者えを表現すること , 

d ※お互いの権利を尊重することが大切です。
子ともの権利は、子ともが思うままに伺をしてもよいと認めるものではありません。

-—人ひとりがお互いの権利を大切にする、権利がぶつへかり合ったときは、お互いの気持ちゃ ＇
者えを尊重しながら「調整」する、そうした経験を通じた子どもの成長を大切と者えています。

_. --.-

。自分に関わるここに参加し、

意見を表8月すること
。参加 Iこあたり、年齢や成長に応じた

適切な配慮を受けること

大人は可をしてあヴればいし＼の？
［ 。 子どもの思いや者えを受け止める。

。 子ともにとって同が最も良いことか、
「子ともの最善の利益」を常に者慮言る。

［ 。 子ともとともに考え、支戻晏．する。
。 子どもをいじめや虐待、｛本罰から守り、
相談しや訊＼環境をつくる。

例えば
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＇利用や支援をしたい ！と思ったら
1. 利用や支援のしかた••'l'l
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自分が蘭設じむ粁こい！と思ったら ，
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あなたのまちにある
子ども食堂。子どもの居場所· ·29

＊札帳市内に［ま児庄会誼や子育てサロンなど様々な子どもの居培所が
ありますが、この冊子ては、主に地域の方々が迎営している 「子ど
も食堂など地域の子どもの居培所」で、公的な居場所（補助事業を
含む）以外のものについて記載しています。
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